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分　類学　と　生　態学

Taxonomァ　andJL010gア

初　島　住　彦

分類学即ち　Taxono野は動棉物の分類序列の配列を研究する生物学の一部門である。

撤OnO野と云ふ青葉はギリシャ語の〔序列の法律）の意で同意義に用hられる。

Cla881fiea七五mなる言葉より　分類の原則について一層深く論及するものである。

生物を分類する場合は出来るだけ変化の少h特徴をつかせへてそれを基鍵とすることが必要で患

って変化の多レ、特徴を基にした分類は価値が少hのである。　これに関聯して

Carl von池geliは1884年生物の有する形質（MeT－加10）に2様あること

を唱へている。即ちその一つは環境に全く関係なくどんな所にもって行っても変化しない形質即

ち花を咲き粟を結ぶが如き又は生殖器官（雄蕊　雌蕊）の数の如きものでこれ等を体制形質

rOrgan土zation豆mOr加10）と首Jho

反対に諷茎の如Ot界の影響で変化しやすh形質を適応形質（由ユpa88Ⅶ一g田nOr加温16）

と云ふ。以上の観点から見てリyネが植物分類の基礎を花の生殖器官に置いたことは卓見と云は

なければならなれ　最近の植物分類学は広重なる植物学分野の知識を必要としてhるが特に植

物生態学と遺伝学の知識を必要とする。　種物を分類するに当っては上記の2様の形質に注意す

べきであるが往々にして体制形質と適応形質を混同した分類を見るもとがある。　今これ等に関

して2～5の例をあげて見たいと思ふ。

1．植物の縮小現象。　屋久島の山頂附近特に湿原に生へている植物が著しく小さくなり極端

場合に蛸通晶み巌も達する根カ；ある。。れに似た碗爛久醜咄帥が臥
島と略同一海抜高を有しやはり花樹著からなる朝鮮の済州島の山頂附近に見られる。　これ等の

縮小現象の原因はよく判らなhが尊者は雨が多く腐植質はすぐ洗去られる為に起る土盛の貧栄養

が主たる原因でその外土豪の酸鼠　強烈なる日光の直射等も関係があるかも知れないと考へてい

る。　同じコガネギクでも山頂附近の岩の懐問に生ずるものは普通晶に近hがすぐ近くの過渡に

生へているものは果実に毛が少h点と形が小さいことで独立種イブスyキンカとして区別まれて

いる。然し之等は平地の正常な土廣条件の下で栽培して見る必要があわはしないかと考へている・●

。　磨久島高地に生へている屋久島特産のヤクシマオオバコやコケスキレ吐尊者の所で数年間栽

培してhるが碑へてから2′－5年の問は原形を止めているが4一一5年たった今日では両者とも可

成り葉が大きくなり段々普通のオオバコ及びツボスぞレに接近して来て教程以上に分けることは

－1＿．．．．



無理な様に思はれる程である。

2．狭葉現象　山間の深沈の岸の岩の上等に坐へてhる植物には普通晶に比し葉が著して狭

くなった個体が見られる。在れ等をよく観察して見ると一般に河岸に生へているもの程葉が狭く

河岸から内陸に遠ざかるにつれ段々広くなり最後には普通晶と殆んど区別出来なくなる様を場合

である。この現象は狭葉現象（Steno抑11皿）と林せられている。　この現象は

雨期陀洞が氾渡し河岸が数日間増水の為水につかる様な所に生へている植物に多く見られるもの

で特に熱帯多雨林地帯に見られる。　我国でも梅雨並に五月雨の影響のある西南日本に同様の現

象が見られる。　との現象は流水中に盤ヽている水生植物の糞が狭くなるのと同一原理で説明出

来ると思ふ。　即ち春の増水期に軟い若葉が水中で水に引張られ永年の間毎年かゝることを繰返

してhる内にかゝる環境に適応する様な盛が出来たものと解釈してよいと思ふ。クエガワロンギ

ク．サユウキュウクワプ守．ヤクシマショウマ．コツゲ．ウチワダイモyジゾウ．ヤツヤゼンhマ

イ．トサγモツケ等はこの例であると息ふ。

3．塩生化現象　　これは海岸に生へている植物の集が普通品に比し著しく厚くなり光沢を増

したり葉脈が凹入したりする現象即ち　王血10卿On　相生植物）化することである。か

ゝる型のものには往々テリノヽ　ナツノミ　等の名前が冠せられ変種又は品種として区別壊れるもの

もある。　これは塩分を含んだ風が海岸林に吹きつけそれが隆端な場合には某面に塩の結晶を生

ずることさえあるO　かゝる塩分が雨で流され林地の土壌に汲み込むと土嚢はアルカリ性となり

そこに生へている植物は　王払10脚en化するのである。内陸に入る程潮風の影響も滅す

るからそこに坐へてやる植物は段々普通晶に近すいて来る。　南九州に見られる－ルバハダカホ
J

ウズ竜．ハチタヨウイノ濾ズチ等はこの好例である。

4．鋸歯が粗くなる現象　　屋久島にはヤクシマガクウツ毛　ヤクシマサワアジサイの如く

普通品に比し葉の鋸歯が粗くな○た型がある。　これらの現象は屋久島の湿度の高いことが原因

でなるべく蒸散作用を大ならしむる為への適応現象と考えられる。

以上の色々の現象はいずれも生育地の環境因子と関係あるもので生態学的．植物分類学的並に

遺伝学的に興味ある問題で今後の研究にせつべきものと考へる●

C鹿児島大学幾学部教授〕

・・・－・2－



霧島山御地付近産の天年頭‾

－19d5年7月，錨斉合宿採納告－

應 洪

1944年7月12～14日．恒例となゥてhる生研の合宿を開催できた●今回は1年生の参

加が全く無く．2年以上の会員も本職の実習などの為参加できる者が少hとい，悪条件が重な夢

，億か3人で合宿を行わざるを樽をレつとhう車になってしせ○た。生物研究会とhうサークルの

性格を考える時．年に1回しか行われない合宿に参加者が少hという事は致命的であるよクに思

われる。1954年度の合宿が成功する様．祈らずには居られない。

それで．参加者軋　田中洋（医・専5年）．橋元紘爾（農・3年）．鳥浜（農・2年）の虫ヤ

5人でありた訳であるカ．この時の採集記録としては．田中洋・橋元紘樹両氏が既に「御地～霧

島神宮の号ドリシジ号頬調査」（SATSⅦ仏・12（3））日9d3）を発表しておられ　ま．

た橋元紘爾氏は本誌別項に「御池附近の峨」を発表して居られるので．ことにはその時の採集記

録として天牛頬の目録を作ってみね。採集記録の末尾に‘伐木，‘歩行中，等記したのは採集個

体の採集時の状態である。採集者をH・T．K・H，H・S．と略記した坑　とれは夫々．、田中．

橋元．嶋をさすものである。標本保管者と採集者が異なる場合せも　保管者を（）で示した。

なお．この合宿を行うにあたって．合宿の操供　その他hろレヽろの御面倒をみていただいた．

御地小学校の先生方に吐　深甚の敬意を表したレも

今度の採集地は．殆んど未開拓の部分であると思う戯　今後との地を訪れられる方轟の御参考

まで吃　我々のとったコーろ　日時等を次に記しておく。

0Ⅵ・12　r7．01）西鹿児島駅東エ【（9．50）高原駅．は　50）高庇駅前一一一

（10．10）抜川＝＝吉＞（18・28）御池～休憩・採集～（10．50）一一＞昼食

（12．00）一一与（15．45）御粗小学校。その後附近の採集。

○Ⅶ・15　控　00）御地小一一一日0，55）～天牛採集～（11．05）一一昌一

（12．30）森林帯入口（高千穂峰3合自附近）・昼食－一彦・（13．AO）折返す‾うー

（14．45）～天牛採集～（1占．00）一一一き（15．25）御池4ヽ

0Ⅶ・14　（10．30）御地小一－づJ t5．30）荒襲一一きflZ　00）諸島神宮－

－うー（t鼠　00頃）鹿児島市天文館。

（」臼江汽車で行。たとこも一づ－・′くスで行ったところ．一り■トラ▼クに便兎一一・・譲歩行。）

＜記録＞

1．ウスバカミキり

御地4、学校

2．コバネカミキリ

Ⅶ・15　　　1e耳．　　K・H　　（死体）

鹿児島大学生物研究会誌もEBENオ6号：1944年3月

－3－



御削、”高千穂3合自　　Ⅶ・13　　　　1eX．

l　～　l　　　　相　　好　　　1eXJ

3．オオヨスジハナカきキリ

御池小～高千穂3合目　　Ⅶ・13　　　　1eX．

I　－　1　　　1　1　　　　39Ⅹ8．

4．ヨスジハナカミキリ

御地′ト～荒襲　　　　　　Ⅶ●14　　　　1eX．

5．トラフホソバネカ電キり

御地小～高千穂5合日　　Ⅶ・15　　　　1eX．

6．トビイロカミキリ

御地4、～高千穂3合日　　Ⅶ・13　　　　1eX．

7．トゲヒゲトビイロカキキ9

御地小学校

8．クスイpトラカミキリ

御地小～高千穏3合自

評　｛．　　∬

繹・．＿　　　打

9．エイジマトラカミキリ

御地4、～高千聴3合目

h m　　　押

打　．～　　　村

Ⅶ・13　　　　1eX．

＼刊・13　　　　　4eXS．

■　†　　　　4eXS．

評　　汀　　　　　9eXS．

Ⅶ・13　　　　　6eXS．

∬　　紳　　　15eX軋

H・T r塩　S）（歩行㊥

H・S r伐　木）

K・H（H・Sl．（伐　木）

H・S　　　　（鐸）

K・H　　　　　印口一網）

K・H　　　　（伐　木）一

H・S　　　　（伐　木）

K・H　　　　　（灯　下）

H・T（王王・S）r伐　木）

K・Hf内5H・S）（伐　木）

王王・S　　　　　（伐　木）

H・T rH・S）（伐　木）

K・H（H・S）（．Ⅳ）

好　　打　　　11exs．H・S　　　　（汀）

10．キュyユタチビトラカ専キり

御地小～高千穂3会員　　Ⅶ・13　　　　1eX．

〃　～　　け　　　　　印　　材　　　10ⅩⅠ

汀　～　　評　　　　　　口　　打　　　1eX．

11．7タオビミドリトラカミキりく訝島山新敵旺＞

御地小～高千穂5会員　　Ⅶ・15　　　　2exS．

打　～　　汀　紳　　　Ⅶ　　∬　　　　SeXS．

鱒・～　l　　　　汀　　汀　　　1e礼

は．七ダカコブヤハズカミキリ

御池4、一高千穂3台目　　Ⅶ●15　　　　1eX．

l　－　　r l　1　　　1eX．

沼．ヒメビゲナガカミキリ

御地小～高千穂5合自　　Ⅶ・13　　　　1eX．

徽・－　　■　　　　　打　　評　　　・1ex．

－4－

H・で（Ht・S）（伐　木）

K・H　　　　（伐　木）

H・S　　　　（　鐸）

H・で（H・S）（伐　木）

K・H（内1．H・S）（伐　木）

H・S r伐　木）

H・T　　　　（歩行中）

H・S rI）

●S

H・T（H・S）（不　明）

K・H（H・S）（■）



14．ホシぺ墓カミキリ

御地小一高千聴5合日

15．ゴマダヲカミキリ

御池小一高千穂5合昌

16．′シロスジカミキリ

御池小一高千怒る合目

17．ゴマフカミキリ・

御地4、～高千穂5合日　ノ

18．・カタジロゴマフカミキリ

御池小学校

19．ナガゴマブカミキリ

御池小一高千穂3合日

◆　　F．一　　　　〇

ク．．－　　◆

20．ビゲナガゴ．マシカミ・キリ

’御地小」高千穂5合目

〃　．．｝　　　　◆

タ　′．h′　　一タ

21．．クワサビカ草キリ

御池付近

22．ソロオピサビカキキり

御地小一高千稔る合H

23†アト毛ソサビカミキサ

御池小～高千穂3合員

24．トゲバカミキリ

御池小一高千穂5合目

25．、シロスジドゥポッカミヰり

御池付近

Ⅶ．15　（1eX．）nS

Ⅶ．15　0exJ．KJ王

Ⅷ．15　（16又．）コ．S

Ⅶ．13　1eX．　H．？

Ⅶ．1て3　1eE．．　K．註

（日　題〉

（目　撃）

（飛行中目撃）

（代　－†う

（隆　火）

Ⅶ†15　40Ⅹβ．エーで任］∴S）（伐　木）

嘘．15110即．H．S　　　（伐　未）

Ⅶ．15　　20Ⅹ8．K．Ⅱ　　　　（伐　木）

Ⅶ，15　10Ⅹ．Ⅱ．？　　．（伐　木）

Ⅶ．13　2eXロもK．H　　　　（伐　木）

Ⅶ．15　1ex．．．Ⅱ．S　二　　　（伐　木）

Ⅶ－12　1もⅩ1：臥悪　　　　（押　締り

Ⅶ，15　1eXil：K．H　　　　（伐　木）

Ⅶ．15　1eX．工．で　　　　く伐；杓

Ⅶ，・1510エ・K・H　　（叩甲

Ⅶ．12　1eX－　K．E　　　　（東上に静止）

26㌧リ▲ウキ■ウルツポッカミキリ＜霧島山新記鋸：＞

御池小一高千苛盈5合日

ク　′．・′　　ク

27iシラホツカミキリ

御地4、－・高千穂3合ロ

ケ　　′ヽ′　　　　〃

e　　′ヽ′　　　e

Ⅶ．15　1Sl♀　E．T　　　　　怯肇上．交尾甲）

Ⅶt．15　1eXJ K．H （飛行甲）

Ⅶ．・15　2ex〇・mで任し牒り（伐：栂

Ⅶ．．15　　7eRd．K．H（H．S）（伐　木）

Ⅶ、15　　°eXe●H．・S　　　　（伐．木）

一行　　　　　　　　　　　　（放学部2占め



屋久島で採集した蛾類（1963年4月）

田　　中　　　　洋

南　野　　　　詞

1965毎4月　屋久島で煉採集のかたわら蛾の採集をした。標本を井上寛先生（東京農業大

学）にお送りして同定していただいたので報告する。標本はすべて井上先生に保管をお願いして

ある。採取者は，田中　洋一南野　楓田中　章の3人である。

シャクガ科：①　ビメカギバフォシャク1各　湯治（11日），⑧クロスジアオナミシヤ

ク1♀　湯治（11日）1♀・安房（14日）か5　クスアオyヤク18　黒味川洗抱く9日）

4　ヨツモソマエジロアオシヤク1令　湯泊（11日），5　ブタナミトビ七メシャク1舎　湯

治（11日）．－⑥　ナカジロナミシャク1♀　安房（1d日）．7　フトスジェダシャク13

湯泊（11日）．8　ウヌチャトビをこ′エダシャク1♀　湯沿（11日）．9．ウラベここダシ

ャク1♀　安房（1°日　川東採取），⑲　ヒトスジマダラエダシャク1♀　湯沿（11日）

1谷1♀　中間一湯的（11日）1令　安房（1°日），11　さスジツマキリエダシキク13

安房一小杉谷印加＄雲房一小轡餌14軋⑩専勇′ロ｛判惑’叫ク1平安好一4磯谷（14日）

ブタオガ科：1ハガタフぞオ13．湯沿（11日）

トガリメガ科：1モントガザパ1＄　安房公民館（14日）

ヒトリガ科：1．スジモシヒトサ5谷　湯泊（11日）．2　モン㌣／ロモドキ1♀‘湯治一

平内（12日）

オオカギバガ科：①　オオカギメ1令　‥湯治（’11日）13　中間一湯治（11日）’1令

湯泊（12日）

ドクガ科：1　ゴーアりドクガ18　安房（7日）

ヤガ科：1オオ痔亘1♀サ同一湯泊（－1・．1日）

メイガ科：1　毛ソキシロノメイガ1♀　湯治（11日）．⑧　マエペこノメイガ1頭　粟

生一大川（10日）．③　タロモy・モノメイガ1各　務泊（11日），4　ブタホ㌢ノメイガ1

3　湯泊（12日）Ⅰ5　シ・ロモソノメイガ1令　湯池（11日）．．⑧　アワノメイガ1♀　湯

泊（11日）1番　安房（16日）．

ヌガ利　：1　コナガ5頭羽化　粟生（4月下旬頃）川㌢叫イヌガラシよカ1黒子櫓氏同定

以上9科26種のうち番号を○でかこんだもの9種は屋久島未記録である。

同定と御教示を与えてくださった井上寛先生，黒子港先生に深く感謝しますも

（医学部専5年：農学部2年）

鹿児島大学生物研究会会誌もEB玉Ⅳ牙d号：1964年5月
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生研合宿郷主の　記録

橋　元　肱　爾

この合宿につhて鴫常により・紹介されてhるので私は何も書くことはなし、蛾についても

全然やった車のなhグループであるから採集した標本についても何ら書くことはできないのは当

然の事である。ただ記録の保存のために．記録のみを書くことにする。

楓　全部の蛾を同定して下さりた竹村芳夫氏に深く感謝すると共に．この合宿の根拠地を借し

て下さった御地小学校の先生方に感謝する。

スズメガ科

クチバスズメ

クスコモンスズメ

ヤガ科

カラスヨトウ

ヨモギプヤガ

コガタノキシタパ

オオトモエ

キンスジアツバ

クロキシタ7ツバ

ブトウスアサパ

モン′キシ′クーアサ′く

2　2

1　　　1

2　5　2　2　2　3　2　2

1　1　1　1　1　1　　－　　1

カレハガ科

マヅカレハ　12、4eXS．

シャクガ科

ウスアオシ′ヤク　　　　　12

7クモンクロナミシ′ヤク　12

キャダナオオナミシャク　12

13

1ex．　クロアシロエダシャク　13　　1ex，

1ex．　クロクモエダシャタ　　12　　1ex．

アトフトオビエダシヤク　12　　1ex．

1ex．　リンゴツノエダシヤク　12’10Ⅹ．

1ex．　　御地小学校～高千穂3合目　橋元紘楓

3ex8．．ヨコモンエダシャク　　12　　　2exs．

1ex．　そのうち10Ⅹ．は御地小学校～高千穂3合自

1ex．　田中　組

ニex軋　ホシミスジエダシャク　　12

1ex．　7キメオオシダシャク　12

1ex．　ウスモンヒメシャク　　12

イラガ科

1310二も　　ダイワアイラガ　　　　12

13

20ⅩS．　　メイガ科

2exS．　ツトガ　　　　　　　　13

1ex．　マツノオオマダヲメイが13

マエキオエダ㌣′ヤク12　1ex．1310葛∴ツロイチモンクマダラメイガ12

タロハクルマエダシヤク　12

15

オオゴマダラエダシャク　12

ウスオエダシャク・　　12

タロフォオシ口上ダシャク12

dexp．　　　　　　　　　　　　13

18Ⅹ．ナカムラサキ7トメイガ12

1ex・馳小～高千離合自　橋元紘爾

1ex・カカトビフトメイガ　12

1ex●

10Ⅹ．

10芯．

1ex．

2ex8．

2ex邑

1ex．

1ex．

1ex．

1ex．

1ex．

1ex．そのうちlex．は御地小学校～高千穂3合目．
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。橋元紘樹。

ナカ丁カシ寸メイガ

丁カシマメイが

モンキクロメイガ
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この採集地は宮崎県北諸県郡西岳村御泡小

2exs．　採集者は特記してない限り田中洋．息粗橋元

1ex．紘楓の三者による協同作業に上る。12せた

1ex．は13と書hたの軋1963年7耳12日また

1ex．　は13日のことである。採集抜放．採集者の特

1ex．記してあるもあほ昼間に採集したものでその

1ex．　他は宿所の螢光燈に集せ○て来たもの（窓は閉

1ex．じてい左からガラスに止。たもの）であ右。

10芸．　胤　種名の不明のものが数種あ○亀

〔農学部3年1

種子島1963年夏のトンボ資料

田　中　　　　章

牧場実習で種子島の西之表市に行き少数のトンボを採集したのでその記録を記す。

（同定は朝比奈正二郎先生にお願いし標本も全部差し上げた。採集者は全て尊者である。）

1．コツポリヤプー　1谷　西之表市鹿大附属牧場　Ⅶ・16　（種子島で5頭目）

2．シ，ウジⅠウトンボ　18　西之表　Ⅶ・11．1♀　牧場　Ⅶ・17．

3．才ノダメトンボ1谷　西之表　Ⅶ・11．

4．†ユタテ丁カネ　18　西之表　Ⅶ・11．1♀　牧場　Ⅶ・17．

5．ハグロトンボ1谷1♀　牧場　Ⅶ・11．

（農学部　農学科2年）

／／－、
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シ　ル　ビ　ア　シ　ジ

19°3年10月13日．指宿市の宮ヶ浜一

席のシルビアシジ書の調査会を行った。今まで

宮ヶ浜までの記録はありたがそれ以北の記録は

たかりたので．生見まで発見出来たことは一応

の成井であ。た。本報でゆルビアシジ暑，

②タイワンツバメツタき．（諺タテハモドキの3

種についてだけ発表する。参加者は田中洋（且

で）．飴本秀男（且　A）．肥後昌幸（軋　H）

南野礪（S．N）の四人である。

宮ヶ浜の海岸（a）．宮ヶ浜～今和泉（b）．

今和泉～小牧fC）．′ト牧～生見（d）

LD　シルビアシジミ

宮ヶ浜から生見まで採ることができたカも　北

上するに従ウて少なくなる。ミヤコグサは生見

以北には見られないようであった。開花期で稟

轟には卵も見られ九。

（a）2谷1♀（払　H）．131♀（H．T）．
18（且　A）．1♀（S．Ⅳ）

ヤハズゾウで卵のカヲ1個採取（M．A）．

ミヤゴグサに卵のカテはあるが少ない。

拍）2番2♀r軋　H）．1♀（乱A）

きヤコグサが多く（鉄道線路）卵が比軟的多

かりた。ヤハズゾウの東泉拡生細が1個ついて

いた（且　で）。

（C）きヤコグサは数珠見られた机　成虫．幼

虫．卵共に見られなか○た。調査不足？

fd）キヤコグサは比較的多く．卵も見られた。

2省（M．H）　生見の駅の近くでも1番を採

免

ここ膏でしか調査しなかったので　これ以北は

・－9一
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次の調査を待たねばならない。

（諺　タイワンツ′りシジミ

ra）シバハギは着実が多く．花は少なかった。例年ならいるところだカも　成軋　幼軋　卵共に

見つからなかった。（H．T）

rb）シバハギには花が咲き．着実かつhてhた坑　成軋　幼曳，卵共に見つからなかった。

（IL T）。

rc）18（ポロ「（H．T）　シバハギは着実が多く．’花．ツポミは少なかった。幼虫．卿ま

且つからなか○た。（工l T）。

本種が少なかったのはちょ○と．意外であった。

（診　タテハモドキ

（a）4頭採集．（3秋型．1夏型）（M．H）1事（秋型）（H．T）　7頭（秋型）fS．

N）　2誘く秋亜）．（且　A）

いつもいるところで．ちょうど夏型と秋礎の交代期で．両者が混飛していた。夏型は不完全な

ものがほとんどで．秋型はいずれも新鮮な個体でありた。とても多い。

（C）水田の刈あとで1頭目乳（且　で）

以上3種のみについて述べた鵜　今回の探索会の成果はあったと思う。

※　　これは鹿大生研と鹿児島昆虫同好会との共催によるはじめての探索会である。

（教育　3年）

「鹿児島の自然」発刊について

今年7月に鹿児島で開かれる「日本生物教育金筋19回全国大会」を記念して

発刊される。

本県の生物とこれをとりまく自然の野性について●それぞれの専門分野に於け

る樺威ある先生方によって執聾されたものである。

B5版・400余ページ，800円前後・′Pl申込期日は5月10日まで．問合わ

せは：鹿児島市薬師町35鹿児島県立鶴丸高等学校封勿室内　税所篤知先生

ー10－一一



高千穂峰南島地域産の蝶類目録

膏　　川　　正　・－

I　はじめに

ここに上げる記録は私自身の採集記録のみである。この地域で継続して採集している人は別

になく，小中学生の夏休み中の一時的な採集のみである。したがって他にはっきりした採集記

録もないためこれだけにとどめる。

私自身もまだ深く研究していないため，記録にも乏しく，未発見の種もかなり残っているも

のと思う。今回の十月の採集をもって今後この地峡で定駒的な採集はできなくなるため，今ま

での記録を資料としてまとめるものである。

Ⅱ　凡　　　例

1，種名の配列順序，学名および和名は原色昆虫大図鐘I（北隆館）に従った。

2・採集期間は1952年7月～1953年10月の間である。

3．採集地域は，宮崎県北諸県郡荘内町大字酋岳が主で，その周辺部分が少し鹿児島県あるい

は宮崎県の他の町村に及んでいる。地図に示した範囲がその大略である。（海抜300′〉

1574m）

①罠集地名〕

高野：自宅のある所でその付近一許の人家密集地とその周辺をさす。

俵迫：高野の一部であるが人家はなく靭uな採集地であり広い原野とクヌギ林が在るので別

に分ける。

陣ケ岡：高野の南側1血にある小高い丘と原野をさす。海抜586・dm，1952年10月ま

で広大なクヌギ林が存在した8

親麻ケ野および大塚：俵迫，障ケ岡の南2短にある部落及びその周辺。海抜500m程度。

処々に広いクヌギ林および原生林を残す。

上川内：高野の南東2血の一帯。水田地帯や雑木林などが多い。海抜250m程度。

中ソ谷・大迫、夫婦楔：高野の北1～2鳥譜の畑地およびクヌギ林の存在地。海抜350m程度心

荒川内・板川内：高野から戸ノロに至る途中で海抜350′｝400m程度。広大な原生林の縁

にある。

戸ノロ：高千穂峰南麓で広大な原野とクヌギ林および深い原生林の間にあるすぐれた採集地。

海抜400・｝700m程度。

水流川間および小川内：高野の西5血にある地域。深い原盤林の縁にある。小川内は同町唯一

－11－



のカシワの自生地。海抜350′｝550m

須莫ケ橋および桑ノ木川内：4、川内の南日劇にある原生林にカ、午．ま赦谷間。海抜350m～

550m。

その他の地域として，田方・田吾所，采場（250～・570m），折ケ久保・市ノ久保・芹河

内（500－450m），上属渡・牛ノ腰・東牛ノ戯・上牛ノ陪0御池（505m），

御池～戸ノロ（赤水），戸ノロー克襲，高塚・大川原（鹿児島県）などがある。

叉少数ではあるが，屠鳥山湯之野J湯之野～林田温泉．林田温泉，林田温泉～手洗温

泉，中凱新地岳，獅子戸岳，車国岳1準老野高原，大浪池中腹における採集昌己録を

加えておく。

星久島の昆虫

鹿児島大学生物研究会屋久島調査班

19°5年4月‘日～1‘‘日，・生研の金島田中洋・周中　華e南野　欄・

河野謙一の4名は′1屋久島で昆虫を採取調査して尊も主目的は躾頬の分布状

況調査だった机そのかたわらきわめて少数ではあるが他の昆虫も採取してきた0

それぞれ専門家にさしあげて保存と研究をお尻わしであるので，本誌には珠と蛾

について報告した。

ゴキブリ日（観比奈正二灘乾幻・半麹目（長谷‖匿先埠．膜知日。双

週目（泳膚昭先姦）・こ・甲虫類快足・少グループとと鴫洪がまとめる予

定），トンボ顆（朝比奈正二郎先蛮）

rn－12－
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刀旺　日　　　録

は〕セセリチョウ科

1．　ErynniS mOntaJnu8　Bremer　ミヤマセセリ

戸ノロ（1合，2頭目撃：1955・Ⅲ・27）．俵迫（12合食：19る3・Ⅲ・51，

1♀：1965・Ⅲe51，1ち目撃多数；1955・Ⅳ・4）芹河内（1馨19°5・

Ⅳ・5）。最盛期は5月未－4月初。レげれもクヌギのある原野。路上に吸水。クネッケバ

ナに扱蜜。

2．Daまmie tethy8　da180nl Rlley　ダイミヨウセセリ

陣ケ岡（5頭：1952・Ⅶ813）戸ノロ（2頭：1962・Ⅶ・1）高野（1頭：

1962・Ⅶ・20）。低地では至るところ多数見られる。人家の周辺や高千穂峰南側の高

地では比軟的少い。

5．choaSpOS benjanlni JaponiOa Murraァ　アオバセセリ

戸ノロ（2頭：1962・Ⅶ一1，古顔：1952・Ⅶe2）御池（1頭，目撃5頭こ

19°2，Ⅶ「・5）俵追（1頭．2令幼虫1兢：19d3・Ⅶ・511令幼虫2頭；

1953・Ⅹ・17）。吸蜜植物：トリアシショウマ，チダケサシ．ノブドウ，ヤクシソク。

4・丑lba815　apuまlina ehry8aeglia：B也tler　キバネセセリ

湯之野（1旗，F水銀灯に飛来：19528Ⅶ・17）戸ノロ～高千穂峰頂上（1頭目撃：

19d2・Ⅶ・1）

5．もOptallna unicoユOr Bremer Ot OrOy　ギアイチモアジセセリ

俵迫（5頭，目撃多数：194。eⅦ・19，2頭：1952・Ⅶ・5，幼虫死体1個：於

チガヤ：19る2・双・28）戸ノロ（2現：1952・Ⅶ・1）市ノ久保（1演，目

撃多数；19°2・Ⅶ・1）板川内（2頭，他に2頭眉撃：1962・Ⅶ・2）。確実な

発生地は陣ケ岡の西側，俵迫一許の原野。戸ノロ～板川内の間の原野および林道沿いのチガ

ヤの群落を確認している。その他にも同じような原野は多数存在し，今後発見されると思う。

5・Thore88a Va．rま8－Murray　コチャバネセセリ

高野（1頭：1960・Ⅶ・19）戸ノロ（2茨，目撃多数：19520Ⅶ・1）田野

（1頭：19dS・Ⅲ・17’）俵迫（1頭：1953　0Ⅲ・29）。至るところに普通に

産する●早春の扱蜜植物；クネッケバナ，ゲγゲ，アプラナ。秋：ノバが多い。夏：トリア

シショウマ，チダケサケ，ヤクシンク，ノブドウなど。

‘Z　工白Oteimon la皿prOepllll8　Peldor et　王01der　ホノバセセリ

高野（1兢：19°0・Ⅶ・19）戸ノロ（2頭：1952・Ⅶ・29）俵迫（1頭，

目撃多数：1952・Ⅶ・5，2頭：1955・Ⅶ・5）。至るところに普通に産するが，

戸ノロではやや少く，高地ではさらに少い。高野と俵迫付近の山に沿った水田周辺には特に

多産するも

－14－



8．Ochlod．es ochracea rihllChlna　王utler　ビメキマダラセセリ

田吾所（1頭：19400Ⅶ025）柿ノ木谷（3頭：19620Ⅶ020）。どの地域

でも8月下旬に入って見られる。個体数はあまり多くない。

貸　POtanthu・S flavu皿】妊urray　キマダラセセリ

高野（1頭：19d D・Ⅶ。25・）湯之野（13頭，目撃多数：1962・Ⅶe17）。

西岳地区では極めて少く，免兄も困難である。

10・POlytrOmis pollucid・a Murra・ア　オオチャバネセセリ

高野（2頭：19d2・Ⅶ・27，1頭：1960・Ⅶ・15）。この地城では比較的少い

種である。

11・POlopldae math£as oもertur EVanB　チヤバネセセり

高野（1頭：1950・Ⅶ・17）俵追（2頭：1950・Ⅶ・20）大迫（1頭：

1941・Ⅹ・4）0

12・POlopida8　3an60m18　Bntler　ミヤマチヤバネセセリ

小川内（1頭：1945・Ⅲ・23）俵追（1頭，目撃1頭：1953・Ⅲe31）。

クネッケバナで吸蜜する。

13・Parnara guttata．BrOmer et orOy’イチモノジセセリ

高野（1頭：195O eⅦ・17，1頭：19る1・Ⅹ・5，　2頭：1952・Ⅶ・5）

普通桂と思われる。

14．NOtOCrypta・cnrVlfa8cla peldOr et．Peldor　クロセセリ

高野（1頭：1960・Ⅶ・25，　3頭：1952・Ⅶ・23）粟場（1頭：19d2・

Ⅶ・29）戸ノロ（1頭：19‘2・Ⅶヽ2）御池（1952・Ⅶ・5）小川内（1

諒：1955・Ⅶ・4）。吸蛮植物：アサガオ，ホウセソカ，ハナミヨウガ，カンナなど。

山地では7月下旬～8月上旬が特に多く，低地の平地では8月下旬～9月上旬に入って新鮮

な個体が多数見られる。

摘　アゲハチョウ科

15．ByaSa・alclnou・e Klllg　ジャコウアゲハ

戸ノロ（1合，3頭目撃：1962・Ⅶ・29）林田ん手洗温泉（1♀：1962・Ⅶ・

17）丸尾（1♀：1952・Ⅶ・4）。　高千穂峰の商法一帯ではわずかであるが産す

るらしい。しかし高野付近の低地では摩しないようである。

16．0raphium Sarped．on nipponu．皿　双r11hβtorfer　アオスジアゲハ

高野（1合：19dO・Ⅶ。17，1♀2官舎：19d2・Ⅶ013）中ソ谷（1♀：

1951・Ⅹ・10）大迫（1♀：1943ゥⅩ・17）戸ノロ（1合：1952・Ⅶ・

27）。多産碑。十月にはソバの花で吸蜜する。
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17　0rapb土はm doson all）idum wlleman　　ミカドアゲハ

荘内町西岳小学校の校庭にある2本のオガクマノキよ少，蛸の穀2個を採巣したのみで未だ

そゐ姿を見ていない。この地境息することは確かだが，極めて少いらしい。自生のオガク

マノキは俵迫で1本，戸ノロで7本見られたが，煤の姿は見られない。

18．paplユ10　ma・Chaon hippocratOS C．et R．Feld・Or　キアゲハ

高野（1頭：1952　3Ⅶ・17，1♀：1961・Ⅹ。18，1♀1令：1952。

Ⅶ・1，1♀：1952・Ⅱ・25）戸ノロ（1合：19520Ⅶ・2）俵迫（1♀：

1951・Ⅹ・5）獅子戸岳頂上（1♀：19d2・Ⅶ・18）。普通種。吸蜜植物：オ

ニユリ，カノコユリ，コオニユリ，ノウゼンカズラ，オミナエシ，フジパカマ，オトコへシ，

ヒヤクニチソウ，ソバ，セリ，ノダケ，セリモドキ，ミツバグサ　など。食草：ミツバ，ノ

ダケ，ミツバクサ，ヒカゲミツバ，ニンジンを確認。

1鼠　Papま110　ⅩuthuB hlnno　アゲハ

高野（1♀：19°2・Ⅶ・20，1合：1960・Ⅹ・8，1合：19°1・Ⅹ・5，

2♀♀1合：19d2・Ⅲ・25，　2♀♀1令：19°2・Ⅶ・15）戸ノロ（1♀：

19°2・Ⅶ・1）。普通種。食草：ユズ，イヌザソショウを確認。

20．Paplllo prOtenor demetrlu8　cra・mer　クロアゲハ

高野（1♀1合：1950・Ⅶ・19，1合：1952・Ⅳ・1，1♀1合：1962・

Ⅶ・5）林田温泉（2合合：1952・Ⅶ・4）。普通種。食草：ユズ，イヌザン㌢／ヨク

を確認。

21．　Paplllo m8cllentu8Jan80n　オナガアゲハ

戸ノロ（1令：19°2・Ⅶ・29）林田温泉（2合合：1955・Ⅴ・5，1合：

1952・Ⅶ・4）。高千穂峰南麓では極めて少く，低地では全く見られないようである。

吸蜜植物：クサギ

22．Pa．plllo memmOn th且nhergま1SiC沌eld　ナガサキアゲハ

高野（1♀1合：1960・Ⅶ・17，　2♀♀：1962・Ⅶ・14，　2甘合：1962

・Ⅶ・5）戸ノロ（1♀昌撃：1952・Ⅶ・1）。低地では普通程度であるが，クロア

ゲハよりは少く，戸ノロ以上の高地ではほとんど産しないらしい。食草：ユズ，その他ニッ

ケイの葉に産卵するのを時々見るが発生は見ない。汲蜜植物：オニユリ，コオニユリ，カノ

コユリ，クサギなど。

25．Papllio holenu8　nlc60nlcolene．Butler　モソキアゲバ

高野（1甘：1950・Ⅶ・19，1♀：1952・Ⅶ・29）板川内（1♀：1962・

Ⅶ・1）戸ノロ（1合，目撃多数：1952・Ⅶ・2）。高千穂峰南濃400｛ぺiO〔）皿

付近に多産する。食草：ユズ。戸ノロ抜上の付近は多産するがユズが見あたらないので他の

ものによると思われる。

24．PaI）illo t〉ianor d．ehaanl C．　et R．Peld．er　カラスアゲハ
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高野（1頭：1955・Ⅶ。中旬，1合：1952。Ⅶ・7）戸ノロ（1♀：1952。

Ⅶ・1）。稀輝。戸ノロではやや多産。扱蜜植物：ユリ類，ソクズ。

25．Paplllo maaclくil tu．tanu8　Fen七on　　ミヤマカラスアゲハ

罪場（1合：1952・Ⅶ・3）高野（1♀：19る2・Ⅶ・8）戸ノロ（1合，目撃

多数：19d2・Ⅶ・2）林田温泉（1早1令：19620Ⅶ・4）。低地では稀である

が，戸ノロではやや多産（カラスアゲハよク多いらしい）し他の原生林にも稀に産する。

吸蜜植物：ユリ類

的　シロチョウ科

26・Enrema hecat〉e m8ndarlna．88g／Orza　キチョウ

高野（1合：1950・Ⅶe17）俵追（5今昔2♀♀：1951・Ⅹ・5）障ケ岡

（5令合1♀：1941・Ⅹ・d）柿ノ木谷（1合1♀：19d2・Ⅶ・9）戸ノロ

（1♀：1945・Ⅲ・15）小川内（1♀1含：1953・Ⅲ・28）中ソ谷（1合

：19d5・Ⅹ018）。多産輝。食草：マルノくハギ。

27　EuremalaOta・beth88haJanβOn　ツマグロキチョウ

夫婦樺（1頭：1951・Ⅹ。10）小川内（2頭：1955。Ⅲ127，　5頭：

1945・Ⅶ・4）俵迫（2頭：1955・Ⅲ・31）中ン谷（3頭：1955・Ⅹ0

18）。普通種。キチョウより少いらしい。食草：カワラケツメイ

28．CollaS erate pollographu．B MotSehl118ky　モンキチョウ

中ソ谷（1♀：1955・Ⅴ・上旬）高野（1合：1953・Ⅲ・25）俵迫（1合：

196514Ⅲ・31）。当地では極めて稀である。

2鼠　PieriS rapaO cru・Clvora BOlBduval　モンシロチョウ

高野（1♀1合：1950。Ⅶ・19，1合：19d2・Ⅶ・14）戸ノロ（1合：

1952eⅦ・1）。多産程。食草：キャベツ，イヌガラシ，セイヨウフウチョウゾウ等。

50．plerls molote：Menetrieロ　スジグロチョウ

高野（1♀1甘：19d O・Ⅶ・20，1♀1合：19°1・Ⅹ・5）戸ノロ（1♀1

合：19°2・Ⅶ・29）小川内（5合音1♀：1953・Ⅲ・28）中ソ谷（2♀♀：

1953eX・18）。多産種。食草：キャベツその他アブラナ科の野菜，オランダガラシ。

的　シジキチョウ科

31・Paneha1a・ganeBa loomi81PryOr　ルーミスシジミ

戸ノロ（1頭，1頭目撃：19d2・Ⅶ・1）戸ノロゼ親日内（5頭目撃：1955。

Ⅲ・27）小川内（1頭：1953・Ⅲ・28）俵迫（1頭目撃：1953・Ⅳ・7）。

いずれもイチイガシの多い原生林。このほかに目撃は多数あるが局地的である。
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32．Narathllra．3aponlc8．班urray　ムラサキシジミ

俵追（1♀1令：19d O・Ⅶ・20）陣ケ岡（1♀1合：1951・Ⅹ・5）高野

（1♀1合：1952・Ⅶ・5）　戸ノロ（1合：195、2・Ⅶ・1，　2♀♀1合：1963

・Ⅹ・17）大迫（2♀♀：1955・Ⅹ・19）。多産種。ソノく，サザンカの花で吸蜜

する。

35．　Narathura t〉8必alu．日　tnrt）ata Butlor　ムラサキツバメ

俵追（2♀♀1合：1961。Ⅹ・5，1令：19d3・Ⅹ。17）乗場（1♀；

19d2・Ⅶ・10）夫婦轢（る♀♀1合：19d3・Ⅹ・18）大迫（1♀：1943

・Ⅹ・19）戸ノロ（1♀：1955・Ⅹ・17）小川内（2♀♀：1953・Ⅶe4）

稀種。秋日ノバ，サザンカの花で吸蜜する。

34．Anti．gi．nB attllla Bremer　ミズイロオナガシジミ

陣ケ岡（1頭：1962・Ⅶ・5）　戸ノロ（1頭：1952eⅦ・1）俵迫および戸ノ

ロにおいて卵採集。結果は「SATSUMA」に発表してありここでは略す。（第37号，

1963年）

35．エアcaena phlaeas dlamlo Selty　ベニシジミ

高野（1頭：1950・Ⅶ・17）戸ノロ（1頭：19d2・Ⅶ・2）高野（1合：

1953　nⅣ・8，幼虫9頭：19d∴5e】L Y5）。普通種。食草：ギツギシ。

3占．Taraka hamada　工rnce　　ゴイシシジミ′

高野（1頭：1950・Ⅶ・17，　5頭：19d2・Ⅶ・10，1合：1955・Ⅹ・

15）俵迫（1♀：1953・Ⅹ・18）戸ノロ（2合合：1945・Ⅹ・17）

大迫（2合食：1965・Ⅹ・19）。普通種。1950年の7月～8月には大発生。大迫

での1合はノノ切花に吸蜜していたもの。

37　hampld08　boetlclユ8　hinne　ウヲナミシジミ

高野（1含：19る0・Ⅶ・15）陣ケ岡（1♀1令・：1960・Ⅶ・17）俵追（1

合：1943　eX。18）荒川内（1合：1952・Ⅶ・1）大迫（1合：19°3・

Ⅹ．・19）。普通種。低地の大豆畑にて夏　発生するのを見る。

38．zigeerla　皿aha・argla Menetrま08　ヤマトシジミ

高野（1♀目上：1940・Ⅶ・15，1卑1合：1962・Ⅶ・10，1♀：1962・

刃－25）戸ノロ（1♀1合：19520Ⅶ・1）陣ケ開く1合：1962・Ⅶ・20）

普通種。

5貪　cela・8℃rlna argloluB1adonldeB a　エ／orBa　ルリシジミ

荒川内（1合：1950・Ⅶ・23，1♀1合’‾：1952・Ⅶ・1）高野（1合：

1960・Ⅶ一17，1合：19‘3・Ⅳ・5）板川内（5合合2♀♀：1955・り肛・

27）戸ノロ（4合音1♀：19d5．・Ⅲ・27）御池（3合合2♀：19d5・Ⅳ・

3）小川内（2合：1953・Ⅲ一28）夫婦楔（1含：1953・Ⅹ・17）。普通種。
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40．CelaStrlna plユ白pa u．menonif；Ma七Sumura　ヤクシマルリシジミ

高野（1含：19（H eⅦ・20，幼虫1頭：19520刃・25）戸ノロ（1含：

1942欄。1）夫婦梯（1合：19530Ⅹe18）。稀種。食草：イスノキ。ソバ

の花に飛来。

41．Cela・Strina．aユbocaeru．1°a Sallter土　晋r11hstorfe工・　サツマシジ音

戸ノロ‘（2含：1952・Ⅶ・・i；1合：1955・Ⅹ017）御池（1♀：19d2・

Ⅶ・3）俵追（1♀：19d3eX・18）大迫（1甘：1953eX・19）。稀種。

吸蜜植物：トリアシ・ショウマ．ソパ，サザンカ。

42・EVereS argiadoS helユOtia・Menetrieβ　ツバメシジミ

高野（1令2♀♀：1960・Ⅶ・17，　2♀♀2令含：1952・Ⅶ・28，1合：

1963・Ⅶe5）4、川内（1合：19°3・Ⅲ・28）桑木川内（1合：19占う・

Ⅲ018）俵追（1合：19d5・Ⅲ。51，1合：1953・Ⅹ・18）戸ノロ

（1合：1965・Ⅲ・27）。普通種。

珂　ウラギンシジミ科

451Curetis acuta paracuta d．e Nicoville　ウラギンシジミ

高野（1合：1955・Ⅶ・中旬，　2♀♀：1960・Ⅶ017，1♀1合：1952・

Ⅶ・5）陣ケ岡（3今昔：1950・Ⅶ．・17）荒川内（1♀：19d2・Ⅶ・1）

戸ノロ（5令合：1952・Ⅶ・2，1♀1令：1953・Ⅹe17）俵迫（2♀♀1

合：19659Ⅹ・18）中ン谷（1♀：19d3・Ⅹ・19）栗場（1♀：1965・

Ⅹ・19）

〔噌　テンダチョウ科

44．hlもァthea eOltlB eelt01且e8　Frnh8torfer　テングチョウ

戸ノロ（1頭目撃：19°0・Ⅹ・15，1甘，5頭目撃：1965ふⅢe27，1令

ニ1965・Ⅹ・17）大塚（1♀：1965・Ⅱ020）桑木川内（2甘合：19d3

・Ⅲ。18）小川内（1令：19dS・Ⅲ・14）須美ケ橋（1令：19る5・Ⅲ・

18）水流川間（1令：19d5eⅢ・18）芹川内（1頭目撃：19650Ⅳ・3）

御池（2♀♀，2頭目撃：1955・Ⅳ・3）。御池での2雌は産卵させ（於鹿児島市）飼

育，結果は別語に発表する。吸蜜植物：ノバ（秋），グソゲ，クネッケバナ，カラシナ（以

上春）。

閲　マダテチョウ科

45・Caduga Sita niphonlca NOOre’アサギマダラ

高野（1♀：1955・Ⅶe中旬）陣ケ岡（1頭目撃：195占。Ⅹe上旬）田吾所
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（1萌目撃：195d eX。上旬）俵追（1♀：19d O eⅦ030，1♀：1943・

Ⅹ・15）　下川内（1疎目撃：195【）・Ⅹ・10）　戸ノロ（2♀♀1含，1兢目撃：

1941。Ⅹel O，1♀5合音，1頭目撃：19d∴5・Ⅹ017）高千穂河原（1♀：

1951eX・11）。以上がこの科の記録で，確実に採集できるのは戸ノロのみで他はき

わめて稀である。吸蜜植物：ノダケ，ソバ。食草：キジョラン（粟場のキジョランで卵11

個，1令幼虫4頭，2令幼虫5頭：1953・Ⅹ・19）

的クテハチョウ科

46．argyroneme leodleo japonlca Menetrie8　ウラギンスジヒョウモソ

栗場（1合：1950・Ⅶ・5）俵追（1合：1955eⅦ・上旬，　2♀♀1告：19

51・Ⅹ・3）大迫（5♀♀：1951・Ⅹ・4）中／谷（5♀♀：1951・Ⅹ・5）

夫婦楔（1♀：1953・Ⅹ・18→24個産卵）。10月ソパの花に吸蜜するものは割合

多いが，他の時期では非常に少い。秋の活動最盛期は9月下旬～10月上旬と思われる。

10月中旬に入って個体数は敵城する。夏期クヌギの樹液に飛来するのを目撃（於俵追）。

4Z ArgyrOmO ru81analy81ppoJan80n　オオウラギンスジヒョウモy

俵迫（1♀：1951・Ⅹ・3）大迫（1♀：19dl・Ⅹ・4）中ソ谷（1♀：1953

・Ⅹ・18→大破，産卵せず死）。俵迫の1平は竹やぶ中に休眠中のもので完全。大迫，中

ソ谷わ個体はソバの花に飛来したもの。

48・Argynn18　paphla ge五日ha Eemmlng　ミドリヒョウモy

新燃岳西側（1合：1952・Ⅶ・18）。吸蜜植物：ノブドウ。高千穂峰帝建一静では未

だ見ず。

4負　Argynn土日　anad．ァOmene n1d88．Buller　クモガメヒョウモy

大迫（1合：19日′・Ⅹ・4ノ）夫婦捜し1♀：1951・Ⅹ85，1♀：1955－i

X。18→‘個産卵）儀迫（1♀1合目撃：19d5・Ⅹ・19）中ソ谷（1♀目撃：

1953・Ⅹ・18）戸ノロ（1含1♀：19d5・Ⅹ017→♀：35個産卵）霧島

神宮（1♀：1965・Ⅹ・15→中級，産卵せず死）。10月ソバの花に飛来するが，非

常に少い。10月に合はクヌギ林に活発に飛ぶのを見る。

50・Fabriciana a山ppe palle8cen8：But18r　ウラギン・ヒョウモン

大迫（2♀♀1合：1961・Ⅹe4，1♀：1961・Ⅹ・5）夫婦隙く5♀♀：

19°1・Ⅹ・5）戸ノロ（1合：1951・Ⅹ・7）俵迫く1♀：1953・。Ⅹ．

19十産卵せず死）獅子戸岳～韓国岳（2♀♀1合：1952・Ⅶ・18）えびの高原

（5♀♀，目撃多数：1962・Ⅶ・18）。10月ソノ切花に飛来する個隼はウ戸ギンス

ジヒョウモンに次いで多い。政変植物：オカトラノオ，ウツボグサ，ネズミモチ，ノアザミ，

ノリウツギ，ボタンゾル，トリアシショウマ，チダケサツ，ソバ，リンドウ，ウメバチソウ，

ヤマシラギク，ヤマジノギクなど。
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51．　Pabricla・na nerippe C．et R，ぎ81d．or　オオウラギンヒョウモン

中原（1令：1951・Ⅹe3）大迫（1♀：1961・Ⅹ・4）大迫（1頭目撃：

19dl・Ⅶe5）獅子戸岳（1令，5頭目撃：1952・Ⅶ・18）。吸密植物：トリ

アシ㌢／ヨウマ，チダケサシ，ヤブクツギ，ヤマポウシ，ネジキ，ノバ，ネズミモチ，オカト

ラノオ。

52・ArgyrenS hyportはu8　hlnnO　ツマグロヒョウモン

高野（1♀：19d O・Ⅶ・15，1合：19520Ⅳ・1，終合幼虫1讃，5令幼虫

1頭：19d2・刃e25）乗場（2今昔：1960・Ⅶ・15，1合：19d3・

Ⅹ・19）俵迫（2♀♀3合合：1951・Ⅹ・5，　3♀♀4今昔：1963・Ⅹ・

18）夫婦棟（1♀2今昔：19°53・Ⅹ・19）大迫（1公：1943eX。18）

中ソ谷（1♀：1961・Ⅶ・16，1♀：19d3・Ⅳ・1，1♀1合：1955・

Ⅹ・18）戸ノロ（5♀♀5今昔：1941・Ⅹ07，1♀：1953・Ⅹ・17）

荒川内（1♀：1941eX q7）牛ノ原（1合：1955・Ⅳ・3）。普通種。吸蜜植

物：ヤクシ′ノウ，アプラナ，オランダガラシ，ノバ，ヒガンザクラ，ゲンゲなど。食草：ニ

ヨイスミレ（ツポスミレ），スミレ，ケマルバスミレ等を確認，越冬幼虫はハコベ（ナデシ

コ科）も食している。

55・DamOea　的gana・lia′ne、Fruh8tOrfOr　メスグロヒョウモン

俵迫（2♀♀：1951・Ⅹ・5，　2♀♀：1952・Ⅹ010，　2♀♀：19占2・

Ⅹ85）大迫（1♀：19dl eX・4，　2♀：1963eX・18→1♀：71個産

卵，1♀：産卵せず死）夫婦礫（1令：1941・Ⅹ・5）高野（1♀目撃：19d5・

Ⅹ・19）中ソ谷（5♀♀目撃：19dl・Ⅹ・5）。吸蜜植物：クズ，ソバ，ヒヨドリ

バナ。この地域でのヒョウモン顆の個体数は，ツマグロヒョウモンが最も多く，それに次い

でウラギンスジヒョウモン，メスグロヒョウをン，クモガクヒョウモソ，ウラギソヒョウモ

ンrオオウラギンスジヒョウモン，オオウラギンヒョウモン等は少く，ミドリヒョウモンは

まだ確認出来ない。

54．もadoga camllla japOnlca Mも正etrlゐ　ィチモンジチョウ

高野（1合：19d O・Ⅶ。17，1♀：1962。Ⅶ・5）大迫（3今昔：19°1・

Ⅹe4）夫婦楔（5合令：1951oX・5，1♀：1955。Ⅹ・18）陣ケ岡

（1含：1952・Ⅶ・10）戸ノロ（1合：19d2・Ⅶ・1）中ソ谷（1♀1合：

1953・Ⅹ。5）。多産種。吸蜜植物：クヌギの樹液，ソバ，スイカズラ，ヒヤクニチソ

ウなど。

55・NeptiS acOri81nterEIed・ia W．B．Pryer　コミスジ

高野（1合1950・Ⅶ017，　2頭：1941・Ⅹ・10，1♀1合：19る2・Ⅶ

e15）戸ノロ（1頭，自壊多数：1962・Ⅶ・2）。野外での食草は未確認であるが

自宅庭のシラバギでは毎年多数発生している。また平地にも多し1が戸ノロで打きわめて多産

一21－



する。

55．AraSehlnia・burejana・Strigosa　王粗tlor　サカバチチョウ

戸ノロ（1頭：19d20Ⅶ。2）湯之野（2頭：19（～2　0Ⅶ・15，1頭：19d2

・Ⅶ・17）林田温泉（1頭：1962・Ⅶ・4）。戸ノロではこの1頭が唯一の記録で

ある。

57　polygonia c－au．renm工一in訂e　キクテハ

高野（1蔚：19く～0・Ⅶ・19，1♀1合：1952・Ⅶ・10）俵追（5演：19

る1・Ⅹ・5，　2頭：19d∴50Ⅹ・18）大迫（2頭：1951eX・4，1頭：

19d3・Ⅹ・19）中ン谷（2頭：1961。Ⅹ・4）戸ノロ（2頭：1955　eX

e17）／J、川内（2頭：19530Ⅲ028）。多産種。

58．Ka．niSka canaee n0－japOnicl1m VOn Slel）01d　ルリクテハ

高野（1♀：19dl・Ⅹ・5）陣ケ岡（2頭：19d O・Ⅶ・17）俵迫（5頭：

19る3・Ⅹ・18）夫婦株（1兢：1955。Ⅶの上旬，　2頭：1951・Ⅹ・5）

大迫（1頭：19dl oX。5．1頭：1943　0Ⅹ。19）荒川内（2頭：1951・

Ⅶ・29）戸ノロ（多数目撃：19dl oⅦ・14．　多数目撃：19dl・Ⅹ・10，

1頭：19d3・Ⅹ・17）桑木川内（2頸：1943　0Ⅲ・18）須兼ケ橋（1頭：

1945　も刃【818）大塚（1兢：19551日肛e20）大川河（1頭：19（～5・Ⅲ

・20）小川内（1頭：19431も孤■・28）。普通種である。食草は未確認，夏季クヌ

ギ，ニレの樹液に飛来するものが多く，秋季は柿の熟して腐放したもの，まれにノバの花に

飛来する。
′

5鼠　vane808日a caru．dui hinn。　ヒメアカタテハ

俵追（1頭：1951・Ⅹ・5，　5頭：19550Ⅹ・18）中ン俗（1頭：19°1

・Ⅹ04，　2兢：19d5・Ⅹ・19）大迫（1兢：1961・Ⅹ04）夫婦棟（2

頭：1951・Ⅹ・4，1頭∵1955・Ⅹ019）戸ノロ（2頭：1963・Ⅹ・17）

普通種であるが，10月以外はまったく見ていない。記録はすべてソバの花に飛来したもの。

1度カキの熱したもので吸蜜するのを目撃した。

dO．vane88はし　二ind且ca HerもSt　アカタテハ

高野（1頭：1955・Ⅶ・上旬，1頭：1952e刃・26）陣ケ岡（19d O・Ⅶ・

15，1頭：1960・Ⅶ・20）俵迫（2豆白：19dl oX・4）戸ノロ（5頭，

多数目撃：1961・Ⅹ・10，1頭：1965。Ⅹ・17）大迫（1頭：1965．

X・19）小川内（1頭：19占5。Ⅲe14）。普通種である。戸ノロには秋季多産す

る。戸ノロ付近にはラミー，カラムシなどなく，コアカリにも幼虫が見られず，しかも成虫

はケヤキとエノキの抱合林付近のソノ菅田に多いことが注目すべき点である。

dl・CyreSもまS thyo的maS mbolla pruhStOrf・Or　イシガクチョウ

高野（1♀：1955・Ⅶて中旬，1頭目撃：19550Ⅶe上旬，1琉呂；毘：19る20
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Ⅶ015）上川内（1頸目撃：19620Ⅶ・10）俵迫（1♀1甘：1951・Ⅹ．

5，1一告：19d2・Ⅹ・10）中ソ谷（1令：1951・Ⅹ・4）大迫（1♀：

19dl・Ⅹ・4，1♀：1953・Ⅹ・18）戸ノロ（5♀3合，多数目撃：19の

・Ⅹ・10，1♀1合：1952eⅦ・1，1♀：19520Ⅶ05，　5頭目撃：

1953・Ⅹ・17）御池（1♀：19520、Ⅶ・3，卵1個（於イヌビワ）→5／軸

フ化→20／包嫡化→礼包羽化，．1年（イチ≠クで飼育））。低地には少いが，戸ノロで

はきわめて多産する。自然状態で低地ではイヌビワ，ホソバイヌビワに発生し，1度自宅廃

のイチヂクで発生しているのを見る。吸蜜植物：ヤクシノウ，アキノノグッ，ヤマニガす，

ノダケ，ヒヨドリバナ，フジバカマ，クズ，ソバ，サザンカ。

d2．⊃iehorragia ne8imaehnS neS五〇七0日　FruhBt．prfor　スミナガシ

陣ケ岡（5頭：1955・Ⅶ・中旬）俵迫（1♀2令合：19550Ⅶ・2°8）戸ノロ

（1合，1頭目撃こ19d2・Ⅶ・1）高野（1頭目撃：1952eⅦ010）。

1955年は採集のほかに目撃も多かったのであるが，その後非常に減少している。クヌギ，

ニレの樹液を吸収しているものや路上で吸水するものなど見かける。また食樹ヤマビワはい

たるところの雑木林にある。

d5．Apaturailla f．8ulHStituta But1er　コムラサキ

Apatnra・illa　で．mikunl Wlleman　クロコムラサキ

高野（1甘く黒色型）：19°0。Ⅶ・20，1♀（黒色型）：19d O・Ⅶ・17，

1♀（正常型）：1958・Ⅶ・17，1♀（正常型）：1962もⅩ・5，1合（正

常型）：1950・Ⅹ05，1合（黒色塑）：1962・Ⅶ・10，1♀（黒色塑）：

1952・Ⅹ・5）陣ケ岡（1甘（正常塾）：19d2・Ⅶt・5）水洗川間（1甘（正

常塑）：19占う・Ⅶ・5）・小川内（1♀（正常塑）：1955・Ⅶ・5）。両方の比率

は，黒色塾対正常塾が2対3の記録であり，このほかに目撃個体を加えても正常塾が黒色型

に対してやや多いらしい。この地ではヤナギを庭に植えてあるところはほとんどなく，した

がって個体数もかなカ少い。川辺のネコヤナギに産卵するのを目撃している。

d4・HeStlna japonlca・0．et R．甘el且er　ゴマダラチョウ

高野（1兢目撃：1955・Ⅶ。下旬，1頭：19d O・Ⅶ・17）俵迫（1頭：19

50・Ⅶe20）陣ケ岡（1頭：1950・Ⅶ020）粟場（5♀♀1合：1952・

Ⅶ・5，越冬幼虫2頭：19d5l eⅢ・25）函岳中学校校庭（1♀：1942・Ⅶ・

10，越冬幼虫5頭：19d5。I・5）戸ノロ（1♀：1952・Ⅶ・1，越冬幼

虫11頭：1965・Ⅲ・12）小川内（越冬幼虫2頭：19d3・Ⅲ・14）。食樹の

エノキが少く，したがって個体数も少い。

抽’ジヤノメチョウ科

d5・Ypl池1ma a∴rgmヨ　王はtler　ヒメウラナミジャノメ
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高野（2頭：19d O eⅦ017，1♀：19600Ⅶ。29，　2頭：1952・Ⅶ0

12）俵追（1令：19d∴50Ⅹ・18）大迫（1♀：19（～50Ⅹゥ19）。低地で

はいたるところに多産するが，戸ノロ付近では少い。

dd．Ypthima・皿〇七SChulsloyi BrOner et Orey　ウラナミジャノメ

林田温泉一手洗温泉（2頭：1962。Ⅶ。17）。高千穂峰感一帯およびそれにつづく

低地でも未だ目撃していない。

dZ Minois　且ry88　もiplユnctat昔日3．Moto白Chul∈収Oア　ジャノメチョウ

障ケ岡（2♀♀2今昔：1955。Ⅶ・中旬，　5♀♀2合合：1942・Ⅶ。24）

夫婦楔（1♀：1955・Ⅶ・上旬）戸ノロ（1♀：1942・Ⅶ・1，1♀目撃：

19°5・り証・15）大塚（2♀♀：19650Ⅶ・28－，多数の卵を枯東や士の上に産

んだが1′〉5日間でひからぴてしまい，飼育に失敗）。障ケ岡一帯の原野には多産していた

が，近年急激に減少しつつある。他の原野でも減少する傾向がある。

58．もetho blana ButlOr　クロヒカグ

高野（1♀1令：19る0・Ⅶ・20，1♀1令：1962・Ⅶ・15）陣ケ岡（1合：

1952・Ⅶ010）夫婦搾（1合：1940・Ⅶ・5）俵迫（1♀1合：19dS e

X o18）戸ノロ（1合：1963・Ⅹ・17）。いたるところ多産する。

d鼠　NOOpe gO白hkeVlt叩hll goSchkevi七日chli Mもn占tri古白キマダラビカゲ

障ケ岡（1頭：1950・Ⅶ020，1♀1分：1962・Ⅶ・27）高野（1♀：

19°2。Ⅶ・28）。至るところどこでも多産する。1950年は大発生し，大群をなし

た。翌年の19d1年は少く，その後また次第に増加しつつある。

70・Mycale818　gOtama・コmlginla Fru上目3tOrfer　ヒメジャノメ

高野（1♀：19d O・Ⅶ・17，1合：19d O。Ⅶ・20，1♀：19d O eⅦ一

28，1♀1合：1952・Ⅶ・28）。低地には多産する。しかし戸ノロ付近は少い。

71・MyCale818　fran¢lsca pOTdlcu・S EeWlt80n　コジャノメ

俵迫（1演：1960・Ⅶ・20）中ソ谷（1♀1合：1952・Ⅶ010）高野（1

合：1962・Ⅶ・28，　2♀♀1合：1942eⅦ・25）戸ノロ（1合：19d2・

Ⅶ・2）。普通種。

72・Meユanlt18　phedlma oitOn818　‥加tSnmura　クロコノマチョウ

俵追（5♀♀5合食：19d O・Ⅹ・5，1♀1甘：19占う・Ⅹ・18）戸ノロ（1

♀：19°5・Ⅹ・17）中ソ谷（2♀♀2省令：1952・Ⅹ・10）大迫（2♀♀

1合：1940・Ⅹ・8）高野（1♀：1962・K・9）障ケ岡（1♀：1965・

刃028）。多産種。

このほか採集にはいたっていないが，それらしき個体の目撃には次のようなものがある。

・キリシマミドリシジミ：戸ノロの灰生林内で数回目撃。7月下旬。
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・コツバメ：戸ノロにおいて1955年3月下旬に2頭目撃。

・ミスジチョウ：俵迫近くの雑木林近レ、林道でコミスジに似てこれよりもかなり大きく，メス

グロヒョウモγ，ゴマダラチョウとも違うのを目撃。すべるように飛んできて沿道の花にと

まったが谷風のため採集できず。19d O年7月中旬。

数回の調査にもかかわらず，まったく目撃できなかったもの。

・ツマキチョウ：1955年5月下旬～4月上旬／資料整理1982窄11丹可95輝10

。附，ル＿ミスシジミ分布推定図　　し輩写日19°韓農芸喝
資料不足で十分でないが今後の採集者へのためにまとめるものである。
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1963年4月・屋久島の蝶

中
中
野

日
田
南

洋

章

鯛
竿「

屋久島を訪れる嫌採集者の数は毎年多いようである。しかし，来島した採集家の報告は乏しく，

また地元でガッチリ採集する人もないらしく，屋久島の煉類に関する資料は決して多くない。と

くにク鹿児島県の願ク（福乱　田中，1952）をまとめる時ト分布吉日録さえ，とても乏しい

ことを痛感したし　多くの問題点を残したまま忘れられているのに気づいた。

そこで，1965年4月春休みを利用して，我々5人はもう1人の同好者，河野謙一氏（文理

学部2年）とともに邑久島南部平地を歩くことができた。19d5琴の冬は〃寒い冬〃または

〃雪の多い冬クだったのか，4月上旬屋久島高地ではまだ雪が深かったし降っでいたということ

で，平地でもかなり冷えこん亀そのためかどうか明らかな証拠は夜いが，嫌の発生もむくれて

いるように思われた。そんな条件のもとで，好成績とは言えをいせでも．一分布状況や発生状況に

ついていくらかの新知見が得られたので報告したレも（今回は生活をじっくり眺めるということ

より，まず初歩的知識になる分布資料の収集に重点をおいた。）

今回は次のような点を主な目的としたが，・大部分はネガティブの結果に終った。（贋不同）

1）　ウスイコロノでチきクの越冬個体の採取　アマミウラナミックミ春型の発生

2）　ヤクシマルリツジミの春の発生状況

5）　シルビアシジミが分布しているかどうか。ミヤコグサの分布

4）　スギクニルリγジミは分布していないか。

5）　カバマダラ昧越冬できたかどうか。

d）　タテハモドキの生活，ウラナミシジミの越冬地，キアゲハの分布と食草

7）　ミヤマカラスアゲハの食草の確認，ルりタテ爪の地理的変異

8）そのほかク普通種のク分布状況を確認し，個体数の多少を確認すること。

とくに　①　記録の乏しい趣くツマキチョウ．コミスジなど）の分布状況

②　九州本島が南限となっている放くコチヤバネセセリ，トラフシジミなど）

③　屋久島で1回記希があるが，その後再発見されていない種（ダイキヨウセセリ

ベニッジミ：種子島未記録）．繹子島で1回記録はあるが屋久島末吉己録の蝶（

ゴイシシジミ，キクテハ）の分布の確認
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．I　　コやス、日　程、天候

〔1965年4月5．日～4月1る日〕

6日：鹿児島港発（8，00）巳昆久鳥丸①◎＝中宮之滞芳（15．45）雲参鼠久鳥丸00

安房着（14．40）：安房◎小雨

7日：安房発（8．50）一一一◎時々04小杉谷の途中約8Kmの地点潜（12．50昼食）

（15．50）折返し－①時々◎→安房寿（17．50）

8日：安房発（7．00）～パス①後◎砂や粟生讃（9．05）：粟生：●時々◎

9日：粟生発（8．・50）－①風強い→黒味川流域（海抜50［上れ付近まで）（14．3

0）→下山（14・50）－①強風一一や粟生着（18・10）：冷涼　紹ラ㌔

18日：粟生発（10．10）－〇一→・犬用の河口着（13．55）昼食‾‾大川滝着（14

．00）○→大川滝発（15，20）犬用の河口発（15．50）－Cト事業聖着（17

．55）

11日：粟生発（9．55）一一①・・一ふ中間（10．55～11．05）・（じ◎→腸伯方（

1°．55）：荷物はバス便．

12日：湯泊（9．50～10．40）－◎①⊥す平内潜（11．40）昼食→平内発（13

．80）－◎一サ小島（14．45～15．00）一一◎一一・歳尾ノ闇斎（15．40）

屋ノ開発（1占．05）＝・バスー幸一安房着（1占．55）：荷物はバス促

15日：安房S◎（10．50～12．50）：W●（14．00～15．00）

14日：安房発（9．45）－◎①→小杉谷への途中約4Kmの地点（12．00－13．40）

：安房N◎●（14・、40～17．．50）

15日：安房の◎S（10．20～12・20）：安房～4、杉谷への華甲約4K皿の地点◎①（

14．00－17、55）

1－d日：安房NO（8．50－91．20）：SO（9．50～11．20）



Ⅱ　採集、調査緒果

0採集地の概葉についての記述払不本意なことだが，今回はでき夜かっプら

○この項目では，我々5人の採集した標本をもとにそのデータをあげ．幼生期の記録を記す。

したがらて分布状況は別表に示してあるので，この項はより客観的データを示すことが目的の

ひとつとなる。（たゞし，各種の文末には考察も記すことにする。）

0記載の贋序は，A採集地（令♀と数：月．日，採集者）の贋にし，採集者名の略号払　工ユ田

中洋，Aロ田中牽．SP南部欄を使う。B幼生期の記録J Cそのほか。

セゼリ　チョ　ウ科

1．　7オバセセリ

A・安房（2：Ⅳ・15，A）安房－j、杉谷竜一200う凍（1：Ⅳ．14，日）（1：

Ⅳ．14，H）（4ニⅣ・15，S）米以下すべて同じ。

小島（1：Ⅳ．12，．日）・湯泊（1：Ⅳ．12．A）　湯泊～平内（ト：Ⅳ．12．A）

B・中間～湯泊　Ⅳ．11　蛸の死体1個　ヤマビワの根際より5～る肌はなれたクマイチゴの

葉表，4卵（青葉裏．新乗英に各2個）→Ⅳ．17　ふ化→V lO行方不明，エ＆A

c・歩いたコースのどの樹林にもヤマビワが多く，12日以後は成虫も多かった。分布も広く，・

〃暖帯林の煉クといえそうだ011日にすでに卵もみられたので．もっと早くから成虫は出て

いるのだろう。みつけた蝿は死んでいたが，食樹からはなれていた。越冬嫡だろうか。

2．キマダラセセリ

軋　黒味川流域：Ⅳ．9　中令幼虫3°匹をススキより採取，一H→4月10日郵送したものが，我

々帰鹿後の17日に到着したこともあって．飼育

はうまくいかなかった。

C・屋久島では小杉谷という記録があるだけで．今

回の記録は新産地であり幼虫ははじめてのことと

思う。ほかでも時々盲がしたがみつからなかった。

・採取したときの幼虫と巣の状態は右図のように

変化に富んでいた。幼虫の生育程度は一見して区

別できるものでなかったが，巣作りと食べ方を暗

示していると思われた。摂食が先か，巣作りが先

か興味深いが，食べ方としてはⅣ一．I→ⅢtヰⅢと

いう贋だと思われる。また，巣を作るのに，嚢を

内側にするものと．裏を内側にするものがある。

（円の幼虫はⅣに行ったものと思う。）

－2、も－
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3．クロロセリ

O．わずか1回，犬用の河口で10日に1匹見ただけだった。黒味川や大川の樹林内のミヨウガ

科の一種で昔がしたが，幼虫．蛸ともみつからをかった。部落周辺のキヨウガ科はあまりしら

べなかった。

アゲハチョウ科
4．　ジヤコク、アゲハ

C、．生きた♀ヤ卵など持ち帰るのは今回の目的のひとつだったが一時期が早すぎたのか粟生の海

岸際のオオバウマノスズクサ群落で1回姿をみたにすぎない（11日）e平内の海洋でも食草

の群落で盲がしたが，卵．蛸をども得られなかった。

5、7オスジアゲハ

A．安房Ⅳ（1さ：Ⅳ．1占．β）（1♀；Ⅳ．1°，H）（1♀－こⅣ．14着川東伊知男）

安房S（1令：Ⅳ．1°，江）　安房一可、杉谷（1さ；Ⅳ－15l S）

中間～湯泊（1令：Ⅳ．11，A）　粟生一大川（1♀：Ⅳ．10．E）

c．ちょうど発生期の初めらしく，個体数はそんなに多くは夜かった。〃暖帯林の代表的煉〃と

いう感じが強かった。

占．　ミカドアゲハ

A．湯泊（1♀．0：肝．12，Ⅱ）

B．安房～小杉谷；Ⅳ．15　オガクマノキの大木を下から眺めて，枯れた糞轟より蛸2個体を

発見・採取した。→Ⅳ・19，・13羽化，他の個体は同じ頃成虫化して別れたが羽化に失敗し

た，H。

C．12日の1♀はすこし風のある甲でギツギシの花にハネをとじて止っているのをとったもの

で羽化後まもないものと思われた。ほかには確爽なものはあまり見ていないが15日には何頭

かみられプちなか，2事とも轟面の紋は橙色だった。

今まで報告されたのは，－湊と安房～尾之間のみであり，島内での分布や発生の多少は不詳。

ア　キアゲノヽ

A．某生（1♀こⅣ．11，日）　甲間～湯泊（1♀，2：Ⅳ．11，E）（1♀：Ⅳ．11，

A）

B・粟生～中間：Ⅳ、11　ボタン㌧ドゥフクより苗令幼虫2，卵5，ハマウドより卵2を採取。

三：
5王〉1（ほかは終令で死亡）→Vi17　1さ羽化，E

llまでに仝漉く病死らしい），一正＆S

C．屋久島での分布に興妹をもっていたが，海岸付近でしか得られず．安房付近では1回も姿を

みなかっ7㌔従来の記録は永瓢　宮之浦岳頂上，粟生のみしか知られず，最近いくつか追加さ

れた（文献2．5）。食草と関連づけて分布をしらべる必要があろう。今までは海岸での食草し

か知られていないが，ミツバ・セリ．ニンジンなどはどうなのだろうか。
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8．　アゲハ

A．安房S（1♀：Ⅳ．15，S）（2令1♀：Ⅳ．15，S）（1♀：Ⅳ．1占．周東）

安房～小杉谷（1♀：Ⅳ．14，H）（1含：Ⅳ．15，S）

粟生一大用（1♀：Ⅳ．10，日）（1令：Ⅳ．10，A）大川流域（13：Ⅳ．10，8）

粟生～中間（2さ：Ⅳ．11．S）中間一湯泊（1♀：Ⅳ．11，A）

B．安房～′J、杉谷：Ⅳ．15　丑（＋）カラスザンショウ，A

安房：Ⅳ．15　El　カラスザン㌢／ヨク，Ⅳ．14　E2　カラスザソショウ，H

中間一湯泊：Ⅳ．11　E1．、若令も5　イヌザソショウ，河野謙一

敬以上　hずれも飼育に失敗した。病死らしい。

c・従来の記録はきわめて少ない。その面積に比べて人家の少ない屋久島でのアゲハの生活を知

ることは，ミカンやカラグチが裁植される以前の状態に近いものを知ることになると思うと興

味探い。今回の経験では人家附近とともに伐横地に多かったように思う。自然状鰹でのク荒地ク

というのは見られないようだった。

（附）4月6日　宮之浦の海上で屋久鳥丸上に飛んできた1頭をみた。

鼠　クロアゲノ、

A．安房～小杉谷（1さ：Ⅳ．14．H）（2含2♀：Ⅳ．15，H）（1令：Ⅳ．15．A）

黒味川流域（1♀，0：Ⅳ．9，日）　中間～湯治（13：Ⅳ．1・1．Ⅱ）（13：Ⅳ．

11．A）

B・安房～」、杉谷：1Ⅳ．15採の2♀より採卵

①Ⅳ，18－19　産卵46個→Ⅳ．20　♀死

Ⅳ．24－26ふイヒーⅦ5（13♀）Ⅶ．4（1令♀）Ⅵ．d（13）羽化

②Ⅳ，19－20　産卵5個→1卵つぶれる。

Ⅳ．25　ふ化1→Ⅴ．9終令と凌る→Ⅴ■1d P→Ⅴ・29　3羽化

Ⅳ．27　ふ化5－・Ⅴヾ15終令1頭残る－－Ⅴ．25P→Ⅶ．d　各羽化

C、従来の記録は少なく．とくに平地での記録はあまりなかぅたが．広く分布しているらしい。

10．モソキアゲバ

A．安房～小杉谷（1号：Ⅳ．14，8）

中間一湯沿（13rⅣ．11，8）（1令，2：Ⅳ．11，A）

平内（13：Ⅳ．12．A）

c．従来の分布記録は広いが．今回絃個体数も少なく，ほとんどその生活のようすを見るととが

できなかった。発生の初期だったと思うeもしⅠ一今回の短期間の屋久島滞在甲の樺験だけから

推定すると，クロアゲハの発生についでモソキアゲへそのあとでナガサキアゲハ（今回無記

録）が羽化するのだろう。しかし，クロアゲハやモソキアグ′、では発生のごく研期でも甲敬し

た個体がとれることがあるのはなぜだかわからない。
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11．ミヤマカラスアゲハ

A．安房～小杉谷（1省，2：Ⅳ．・7．，A）（1竃こⅣ・15，8）

粟生（1令，Ol：Ⅳ．11．S）中間～湯治（1♀死体ごⅣ．，11，．琵）

C．屋久島に蜘ナる食革調査と生きた材料を持ち帰ることが昌的ゐひとつだったが．どちらも果

し得なかった。しかし，4月15日　安房から4、杉谷へのトロ線を2KⅢ位歩いた付近の空地林

縁で日時から17時10分までカラスザンシ冒ウ（地上4－5ア以上）の上空をクゆうゆう

クと飛びまわる1頭を下から眺めることができた。産卵行動らしいものもみられず◆食樹に止

るとともなかったので，．♀を求める令かとも思われたが確認できないませ，17時10分，夕

日をあぴて〃ゆうゆうとク飛び去った。．この光景は実に印象的だった。（カラスザン㌢′著ウは

すでに苗芽がのびており・▼幼木ではすでに了ゲルの卵がみつかってh年。‘不の大4咋・妓のほ

うも少額相クが変わるのだろうか。）

従来は北半の分布しか知られていなかったが．．南半にも広く分布す去ことがわかっ車。

シ　ロ　チョ　ウ科

12．キチョウ（すべて越冬個体と思われる秋型）

A．安房S（13摘，15．ヱ）安房一小杉谷（1♀：Ⅳ・7．・白）（1さニⅣ．7，E）

（23こⅣ．－7，．・A）（131Ⅳ．14r E）（13：Ⅳふ14．8）（1令・：′Ⅳ．15，

H）（13♀：Ⅳ．15iS）

粟生～大川（13；Ⅳ′．10，Ⅱ）（13；‘Ⅳ．10，8）（231♀‡Ⅳ．10．‘A）

粟生～中間（231♀；Ⅳ・．1：1T S）（1♀；甘．11．E）

中間～湯泊（1令てⅣ・．・11．日）（1♀：Ⅳ．11，A）湯治（1♀：Ⅳ‘．12．A）

13．ツマグロキチョウ（すべて糎望）

Al安房N（1♀ニ・Ⅳ．．6，A）白（1令′：Ⅳ．16．E）（13†ニⅣ．1°．、臼）

喪生～大川（1♀1：Ⅳ．10，．8）（1♀こ二、野．チ10，E）（1♀1Ⅳ．10I A）

C．i安房区役所前の庭にカワタケツメイがあり，5e椚位匿のぴていたが4月1d日までは卵はみ

つからなかった。

A◆安房（13㌢Ⅳ」15．・A）

黒卿l流域（1令．；∬．9．洞野）粟生（1雀；′Ⅳ．11．鐘）畢生～大川（13：Ⅳ，1

0，E）（1♀ヱⅣふ一18，日）（5谷2♀でⅣ．10トA）‘栗壷一中間（2電1♀：Ⅳ．

11．A）中間一湯泊（1S：Ⅳ．11I A）平内（1♀こⅣ．12．河野）

B．黒味川流域：Ⅳ．9　クネッケバナにEd，h2→Ⅳ．24‘全渡

粟生一大川；1Ⅳ．′．10　クネッケバナにE廿．も1．産恥◆Ⅳ．25　全滅

中間～湯泊：Ⅳ．11　タネツケバナにE5→Ⅴ．5　終合で死亡

C．．従来屋久島に摩することは知られていたが，正確を産地を示したものはまったくをかったの

で，今回が分布地を示す最初の確実を記録となると思う。トカラ列島以南には分布しないらし
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hので，尾久島が分布の南限となる。しかも，個体数が少なくないのは興床探かい。

15．ツマペニチョウ

B．安房～′J、杉谷：Ⅳ－7　ギ容ポク葉表を中令幼虫死体1◆　王王

C．目的でもなかったせいか．かんたんにみウかると思うでいたが．食草ギガポクさえ容易にみ

つからず生体はなにも得られなかったe4月15日から成虫がみられはじめたことと，4月7

日に中令幼虫死体（原因不明）をみっただけに終りた。安房のギ声がクはほとんど切株からの

ぴた小木だったうえに．直接雨や日にさらされる木が多かサた。樹陰のものは若い緑葉もつけ

てやたが・ほかは古い葉で蒔菓初期だと思えた○安静以外では粟生で小木2－5本調べ■尾之

問一安房のバスより時々みただけだりた。

1占．モン1／ロチョウ

安房～小杉谷（1芭：Ⅳ．7．A）く23：Ⅳ．14．X）（1雀♀：・1Ⅳ†14・．A）

粟生～中間（1さ・；Ⅳ．11．A）（13：Ⅳ・、11．A）

Bl粟生’！Ⅳ．8　イヌガテγに瑚ト◆Ⅴ．′15　13羽化．H

c．個体数は多くはをく，鹿児島市付近ほどいないように思えた。

4月15日　安房で1♀がグミの→瞳の棄カゲでぷら苔がるようにしてひるね（？）をして

いるのなみも　く14時50労い螢）。

1エ　スジグロシロチョウ

A、安房S（1♀さ・Ⅳ．15．Ⅱ）（1♀こ野、dh A）く1♀‘芝野、，1石．．・A）（1さ♀；Ⅳ

t14－　A）安房一小杉谷（1，♀：野．7．8）（1台；Ⅳサ7．E）（1♀乏Ⅳ．14－

A）（1♀‡‾Ⅳ，15，E）（1♀：Ⅳ，1d．A）（1さ：Ⅳ．，14嘉　S）

平内（2含：Ⅳ－．12：．S）

C．平鴫でもモン1′ロチ耳ウとほとんど同じぐらいの割でみられた。従来の記録はきわめてすく

をく一モyyPチ雷ウとの関係をみるのに興味深い島だと思ったが，具体的資料は得ていをレも

ただ．分布と発生の予備的知見をいくらか加えた托す蜜をい。奄美大島の古レ椙己録を除くと屋

久島は分布の南限となる。

シ野鼠チョウ科
18．ムラサキツバメ

A、。安房（1令．2ご：町．14i A）

中間一湯泊（1令・2：Ⅳ㍉日．E）平内～小島（1♀－5㌢Ⅳ．12r A）

B・安房：Ⅳ・14　マテバツイにBも丑カラ．九とH

c．個体数は少なく，わずかに231♀を得ただけだ廿も安房で4月14月すでに卵とがめカ

ラがあったことより－すでに越冬成虫の盛期をすぎたと見てよいだるうかb

トラカ・奄美以南の琉球列島ではまれに記録を見るだけだがp屋久島での記録は比較的多Lも

しかし．その生活に醜する知見は乏しいd
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1負　ムラサキジジミ

A⊥中間～湯泊（2♀：：Ⅳ．11′E）　平内（1令・：Ⅳ．12，日）

票生～犬用（13：－Ⅳ．10．A）

B・安房～4杉谷：Ⅳ・7・ウラタロガシの休限芽の基部に新しいE2：

黒味川流域：‘Ⅳ．9　ウラジロガシの芽基部，古稟裏，小枝にE＋

妾房：‾Ⅳ，15　ウラタロガγの古真裏にE十，遜カラ＋

c・数が少なく・ムラサヤダパメ同様に越冬成虫の生存も末期のように思われた。昆久島にかけ

る寒草（ウラタロカシ）の記録ははじめてのことだが一アラカケには気づかなや寸も

20．ウラナミシジミ

A，平内（1嶺：甘、．12．日）平内一小島（1さ；・Ⅳ．12．A）

C．海岸付近や栽培マメ科の近くを歩いていないせいか，上の2例しかみていなレもエソドゥに

は気づかなかつたが・栽培しているだろうか？はたしてどこで越冬するのだろうかb

粟生や中間，安房の海岸ではハマエソドゥを入念に竜がしたが卵．幼虫をども得られなかっ

た。夏一秋にはやはり個体数はふえるものだろうか。

21．ヤマトシジミ

A．．安房（2さ・：‾Ⅳ．15．－A）ぐ1♀：Ⅳ，15．S）（23：Ⅳ．．1占．H）（43；Ⅳ．

1°．JA）　安房～4、杉谷（2令：Ⅳ．14．E）（5苦′：Ⅳ．15．E）（2含1♀：Ⅳ．

1一古∴A）

’‘黒味川洗域（2雀号肝、9．・A）（3令：Ⅳ●9．H）（1怠；Ⅳ．9，河野）

粟生～大間（dさ1♀：Ⅳ・10，Ⅱ）（2令ニⅣ・10一．S）（532♀：Ⅳ．10●A）

粟生（2省：Ⅳill．L E）　粟生一中間（331や・‡、Ⅳ．11，Ⅱ）（432♀1Ⅳ・．．

11，8）（2令．：‥Ⅳ一11，A）　中間（1さ：Ⅳt．∴11．日）　中間一湯泊（1含：Ⅳ

．11，8）（8さ1♀；Ⅳ．11．H）（1♀・：Ⅳ．11，A）　噺自・（13：．Ⅳ‘12

，8）‘（13：Ⅳ．12．－H）（2SごⅣJ12トA）　湯泊～平内（1♀：Ⅳ，12．H）

平内（1♀ニⅣ・12・、E）、平内～小島（1♀：Ⅳ・12・S）

B．安房；N　Ⅳ・114　カタバミにE5，・Eカラ5：S　Ⅳ・15　カタバミに丑3

平内～小島：－Ⅳ．．12　カタノiミに丑十トーⅤ．30（1含♀）Ⅴ．51（1省♀）Ⅶ．．1

（1含）羽化⊥♀はすべて異型一

粟生：・ⅣJll　カタバミに丑1

粟生～大川：Ⅳ．10　カタバミにEl

黒味川流域：Ⅳ．9　カタバミに丑1，もl（1令）

C．・一般に妹の姿が少なかったので．ヤマトシジミだけでも多くの個体を得ようとつとめたが，

そんなに多いものでもなかゥた。ちょうど筋1化の産卵の初期と思われ屯．

地理的変異を調べるつもりだが，今は手がまわらないので後日まとめたいと考えている。
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22．ルリシジミ

A㍉を房（1さ：Ⅳ．る，E）（1♀：Ⅳ．るh A）（1♀：潤．15．S）（5♀：Ⅳ．14

．H）（5♀：Ⅳ．15．日）（1電♀：Ⅳ．14．H）

安房～小杉谷（1谷：Ⅳ．15．H）（1含♀：Ⅳ．14，A）（1♀：Ⅳ・15．A）

愚昧川流城（1令：Ⅳ．9．H）（2含：Ⅳ．9，A）

粟生一大用（1電：Ⅳ．10，E）（1令：Ⅳ．10，・S）　粟生一中間（1令：Ⅳ．11

，A）　中間～湯治（3蛮1♀：Ⅳ．11，S）（1♀こⅣ，11，A）　㈲白～平内（

13：Ⅳ．12，A）　平内（4令5♀；Ⅳ．12，H）（1♀：Ⅳ．12．S）（23：

Ⅳ．12．A）　平内～小島（1令♀：Ⅳ．12，H）　小島（1♀：Ⅳ．12，A）

C　ルリシジミは従来の記録は乏しく．またトカラ列島にひとつの記録があるので．星久島の分

布や個体数は興味があせた。分布も広く数も多いことがわかったが▲産卵植物など確認できな

かった。安房付近ではシイの→種の花のまわりを多数のさ♀がとびまわっていたので・鹿児島

市と同様食草となる可能性がある。

なお．ヤクγマルツツジミは1頭も混じでhなかった。バラやイヌノキもてあたりしだレ抑こ盲

がしたが何も得られなかった。

25．サツマツジミ

A．安房～小杉谷（1令：Ⅳ．15，H）（10さ1♀：Ⅳ．15，A）

粟生（1♀；町．11．E）　中間一湯泊（5雀11♀；・Ⅳ．111日）（13♀：Ⅳ．11

，H）（1♀、ニⅣ．11，A）　湯拍（1♀：Ⅳ．121H）　湯治一平内（1♀：Ⅳ．

12，苫）　平内（1♀；甘．．12．S）（1♀：Ⅳ、12．ヰ）

C，安房～小杉谷ではシイのまわりでルワシクミとともにとんでいたが，ほかは散発的なもので

食草の手がかりはなかった。

24、ツバメツジミ

A．粟生～大川（2宕1♀：Ⅳ．10，H）（2さ1♀；－Ⅳ．10，g）（1♀：Ⅳ．10．A）

粟生一中間（1♀：Ⅳ．11，A）

B、粟生～大川：Ⅳ一10　カラスノェソドゥにE14一斗Ⅴ■12よりコメツブウマゴヤシで飼

育一〇Ⅴ．13アヰⅤ．25　1♀羽化，Ⅴ▲17王）→Ⅴ．25　1♀羽イ払－H

C．屋久島では今までわずかに安房，粟生～尾之問の2カ所しか記録がをく，今回も多くはなか

った。トカラ以南の琉球列島には分布しない。

産卵位置：カラスノユニ′ドゥに卵

（ゆ　新芽ののびた薬姦　5例　の　茎から乗の出ているわかれめ　5例カラ1

珂　新　芽　　　　　1例（弓．省と同じところに2個ずつ　　　2例

敬　川～のは1個ずつ，合計14個
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ウ予ギ㌢シジミ科

25．ウラギソシジミ

A，粟生一大川（2♀：Ⅳ．10，H）（1♀：∴Ⅳ．10，A）（7♀さⅣ110，S）

（1♀：Ⅳ．10．河野）

鞍．粟生～大川：Ⅳ車10　ナツフジ（初島住彦先生同定）よりEli・Eカラ4，も1（若令）

安房SユⅣ．16　ナツフジより苫1，：民力ラ4　　敬飼育は失敗

C．越冬成虫の産卵期らしく†ナツフジのまわりをとぷ♀がみられ，郎もみつかった。14月10

日．粟生～大場

テンゲチ　ョ　ウ科

26．テンダチョウ

A．．安房S（1♀：Ⅳ．15，慧）

中間（1頭：、Ⅳ．11，A）　中間～湯泊（1窓：好．11，8）（1致′：Ⅳ．11，H）

湯泊（1窓：Ⅳ．12，S）　平内（1頭：1Ⅳ・．12．河野）（1現：Ⅳ．12，A）

3．．中間～漸亀：Ⅳ－11クワノバエノキの若葉より若令幼虫5預，玉＆AあS

→Ⅳ．・23P｝原因不明で死：Ⅳ・・・25工’→Ⅴ・71頭羽化逃亡I E

湯治：Ⅳ．12　クワノノ、エノキの若菜より若令幼虫2頭，A

・ヰⅤ．10　1演羽化

C．1954年に中間で13♀が採取されて以濾㍉まったく記録がないのであまり期待してh夜

かったが，同じ中間で再発見してから広く分布することがわかった。さらに中間から湯泊に

行く途中の小さい沢でスミナガツの卵を盲がしている噂，．鞄上51九位の木の藷に止る成虫を

みつけてその付近の枝を苦心しておろしてみると幼虫がみつかった。エノキに以ているがエ

ノキではなかった。（ェノキも屋久島に分布するといわれるが我々は見出し得なかった。）

島内での分布状態とか地理的変異など興味深い課題だと思う。

タテハチョ　ウ科
2エ　ツマグdヒョウをy

A＿．安房S（2令：Ⅳ．15，8）安房～小杉谷（1令ニⅣ、14，S）（1令ニⅣ‘．．14．

A）

粟生～大出（1各：Ⅳ．10，E）（1♀㌢Ⅳヰ10．トS）（2♀せⅣ．10．A）

粟生～中間（1信Ⅳ．11．．8）（1令：Ⅳ．11，A）中間一湯治（13こⅣ．11

，8）（1省吾Ⅳ．11，A）

28．コミスジ

A．安房S（1頭：Ⅳ．15i S）

粟生～大川（5令1♀：Ⅳ，10，8）（4さ1♀：Ⅳ．10「欄）

C、従来の記録は湯泊，尾之間～粟生．一粟生の5カ所で．最近確認されたものはない。今度もわ

ずかに上記のみに終りたが，北半の分布状況とともに，再確認されることが望まれる。
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2鼠　ルックテハ

A．粟生～犬用（1令寺、Ⅳ．．10．S）（1♀；Ⅳ．10，河野）

B、．粟生一大川：Ⅳ－10　♀・→Ⅳ．25死．Ⅳ．24に腹をさいてみると8条の卵が4個，9

桑の卵が7個認め得た，E

大川流城（浄岸）；Ⅳ▲10　ハマサルトリイバラ（初島住彦先生同定）でE52J h7（

若令）をみつけた　　Ⅱ＆A＆白

も・◆Ⅳ，2°P・－Ⅴ．10（1含）

Ⅳ．28P一斗Ⅴ．11（2さ）

Ⅳ．29P不完全→死

Ⅴ．5→Ⅴ．15（1さ）

丑→Ⅴ．d→Ⅴ◆17（1♀）

条一散　（カラ）（ふ化しない）　計

9　　　　2　　　　　0　　　　　　2

10　　　　5　　　　　d　　　12

11　　　　0　　　　　1　　　　1

8　　　　　7　　　15

敬帰鹿後残りでいね卵について

Ⅴ．7一死

Ⅴ、9－－Ⅴ・1叉1頭）←Ⅴ＿20（13）

Ⅴ．12→Ⅴ‘．25（1♀）

嘲：14，15．13，11，11，10．11，11（平均11．75日）

O．採取できた個体数が少なくて地理的変異は調べることができ夜かっゴ㌔後日調べるつもり。

50．ヒメアカタテハ

c．4月11日15時50分　城下分校付近（黒崎～湯治）の畑でアゲ戯1頭をするどく追飛

Lは，同じ地面に帰り．ノ、ネをⅤ字型にして止る。今回の旅行中で虻．これ以外にヒメアカ

タテハなみていないし，従来の託録もきわめて少ない。

31．7カタテハ

ム．安房（13ナⅣ．15，A）（13：Ⅳ．1°．！A）

安房～1、杉谷（1早：Ⅳ．7t A）

中間一湯治（1萌芋Ⅳ．11，日）

B．安房封；．Ⅳ．る　カラムγに玉サ

ケ：Ⅳ．14　カラムツにE＋，も＋（若令）→Ⅴ．20P→Ⅴ．27（1S）

C．尾久島での越冬状況はどうか知らないが，今度の印象では少数ずつ成虫がみられ、卵一着令

とステージはそろっていた。今までの記録は意外に少をいもので着こゝでは人間の生活との

蹄びつきが少ないのだろうかb

52．イシガケチョウ

A・安房一小杉谷（1♀・：Ⅳ・7・A）（1♀；Ⅳ†14着H）（1♀：Ⅳ√14廿、A）（1♀

：Ⅳ．14，・白）（1♀：∴Ⅳ．15．S）（2♀’：Ⅳ、15，E）（1♀：‘Ⅳ．15．A）

粟生一大川（1♀r：Ⅳ110．河野）　粟生～中間（1♀：Ⅳ．11，S）（1♀さⅣ．

11－A）　中間～湯治（2♀：Ⅳ．11，日）く1♀：Ⅳ，11，A）　湯泊（1♀；Ⅳ

．12．日）　湯泊（2♀：Ⅳ．12．A）
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B，安房ニⅣ、14　イヌビワより若令幼虫4

安房～4、杉谷：Ⅳ・14iイヌビワより卵5・若令7－・Ⅳ†26～27　ア7・－Ⅴ・71令Ⅰ

Ⅴ、8　2さ1♀，′Ⅴ・91さほか羽化：Ⅴ、．1P2→Ⅴ，1113♀羽化Ⅳ．15

イヌビワより若令2→Ⅳ．．22　P→Ⅴ．41♀：Ⅳ．25　Pl→Ⅴ．51．さ羽化

Ⅳ－15の1♀　久木野和暁君（ラサール高2年）が採卵　9卵をもらう〔10条1個，

11条5個，12条5個〕疇・Ⅴ．1ふ化・ヰⅤ．11より終令となる一斗Ⅴ．15－1d

P5→Ⅴ．221さ，25　1雀♀i　24　2♀　羽化

黒味川流域：Ⅳ一9　イヌビワに1令1．▼A

大川流域こⅣ．10　イヌビワに若令（♯）卵（＋）．採取したもの－

Ⅳ．21　P2－ヰⅤ．4　1さ，Ⅴ．5　13失敗

Ⅳ．25　P3→Ⅴ．6　231♀

Ⅳ．24　ア

Ⅳ●25　P

Ⅳ＿27　P湖
．7　13♀．．1♀失敗

．8　1♀

計5さ4♀ゝ　5頭死．以上E

1令　卵

15　2　A

12　4　H

d l S

12　7　日A

5’0　8

1　D A

ほかに－　Ⅴ．4　53と1賽トⅤ．5　13と2頭逃亡．Ⅴ．d　　計51◆14

て兢逃亡．、A　　合計9さ4♀と4嘉，・・5頭以上死亡

粟生でⅣ．10，イヌビワに若合5頭．A

中間～湯泊：Ⅳ．11　イヌビワに若令2頭・ヰⅣ．25　P2－●Y．．8　1♀・→Ⅴ，．15死

：Ⅴす9　1♀　羽化，A

c．分布は広く・渓流ぞわには成虫がとくに多く鴎．幼虫もよくみつかゥプら越冬成虫の括動期の

盛りをすぎようとする時だと思われた。成虫Sはまったく得られなかった。

地理的変異につ伍てはまだ調べていないが，興味探h開腹だと思う。

33．スミ’ナガシ

A．安房N（1令．0：Ⅳ、、‘．A）

安房一小杉谷（1令：Ⅳ．15，H）（5さ；Ⅳ．15．・8）

中間一湯泊（13．：：Ⅳ．11．E）

B†安房～4、杉谷：Ⅳ．14　ヤマビワ某裏にE11－→飼育に按失敗．S・

中間～湯拍・：Ⅳ．．・11　ヤマビワ葉轟にEl O→飼育には失敗．A

C．ヤマビワは多く広く分布していて∴．スミナガγも大体一致して．、とくに安房～4瀬谷のコー

スでは多くみられた。すでに18日には卵がみつかゥているので，産卵期はかなり早いとい

える。鹿児島市では5月にならを払と卵はみつからない。アオバセセリとの関係がどうをっ

ているかわからをいが．スミナガシの方が早く産卵をはじめるものだろうか？

Ⅳ．7　安房～小杉谷のヤマビワ葉轟を見ていくうち，某真東柄近くの中脈についている

蛸のカラ尾部をみつけた。これ蛾越冬嫡ではないだろう。
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Ⅳ．11　中間・一湯治の黒崎付近の小湊谷でスミナガシの成虫をすとし挑めることができ

た011時50分　イヌビワの葉轟に羽を水平にひろげてピッタリくっつくようにして止る

1頭を観療した012時5．0分　小川の埼れる樹林内のヤマビワ（地上3m位）の葉真に飛

んできた1頭が羽をⅤ字型にして止る0産卵らしいと思ってじっと見ていたが．まもなく飛

び去った○産卵かどうか確認できなかった。Ho

Ⅳ．15　安保～小杉谷（快帰日5時－17時　安房川に沿う高さ7～107mのシイ頻

を主とする樹林の畑に画した日の当る側（西）で観察した，S。一一　多くの個体は高さ4恥

位（1本ぎ卦でギリギリ）のよく張りだした枚の先たん菓表で，下向きに先たん向きに羽を

閑のたままピッタリ薬に密着するようにして静止していた。枝に軽くふれたり近づけたりす

ると静止していたのと大体同じ高さをぐるっと回って，すぐまたもとの位置に静止した0飛

行はんhは個体に与えるしげ巷の強さに比例するように思われた0途中他の枝に静止する個

体も見られたが．その場合．またもとの位置にもどってくるものと　かなり長時間そのまま

静止するものとがあるようだった0これらは自分の領土（領空？）内に2～5か所またはそ

れ以上（？）こういう居心地のよい（？）場所をもっているらしい．それでもほとんどの個

体は1か所にもどっきた。軽くふれると4～5回はもとの所に同様にもどってきた0それ以

上は試みなかったが．強くたたくとかなり遠くまで飛んでいくが．しばらく（1分以内？）

すると再び帰ってきた0　　－度ネットに入れて逃げられた後でももとの位濃にすぐもどっ

てくるものもあった，見失をっても5・一°分してもとの場所に行ってみると．同じ個体かど

うかはわからないが．静止しているのをみられた。

飛行後，静止するときは，すぐ静止の状態（下向き．開麹，葉上密着）をとるものと，しば

らくの間は下向きではあるが羽はとじたままで後静止状態に移るものの両方見られた。

ある個体の領空（？Jに他の個体が侵入してきた場合腹普通の飛行Cしげ尊を与えた場合の

）と比較して相当の高さまで猛烈を速さで追跡したが．ある所まで追うと180度方向転換

を行なってもとの場所で練止した○

ある場所の個体を補え5～5分して行って見るとほとんど同じ場所で別の個体を見ることも

あった○個体個々に個性がなく，居心地のいい場所は一致するように思えた。以上Se

また，同じところで地上5・－d恥のツイの上空で5つどもえ．よっどもえ．ときにはミヤ

マラカスアゲハやアオスジアゲハをまじえる追飛が盛んだった。

34・クテハモドキ（すべて越冬成虫の秋型）

A・安房が（1♀：Ⅳ・14IH）　安房～小杉谷（18：Ⅳ．15，H）

黒味川流域（1♀：Ⅳ・9，S）粟生～大川（1頭：Ⅳ．10，河野）（1谷2♀：Ⅳ．

10．A）粟生～中間（13：Ⅳ・11，H）（1♀：Ⅳ．11．A）中間（2♀‘：Ⅳ

・11，S）中間～湯泊（1令：Ⅳ・11，S）（1♀：Ⅳ．11，H）（18♀：Ⅳ．

11，A）湯泊（1♀‾：Ⅳ・12，A）

丑・安房；Ⅳ・141♀→　Ⅴ・1死亡エイワダレゾウとともに飼育カゴに入れる　一
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Ⅴ・11　ふ化幼虫～2令初期の幼虫を認める→　Ⅴ．50より終令に声少壮じめる。

Ⅵ・4　P2　→Ⅵ・141谷不完全，1頭失政；Ⅵ・8　二P2→．Ⅵ・1841♀・→

1覆・27死目頭は死亡）：Ⅵ・9　P2　→Ⅶ・19　2頭羽化，曇。

C　屋久島では南半の海岸地帯の記録があるだけで．・越冬個体の記録はあまカ報告されていない

と思うのでこの点で重要を資料と走るだろうe屋久島の全面積からして水田はとても少なh

と思う○スズメノトウガラシャ別に未知の食草があるかの開放もあるが．奄美や九州本土と

は生活条件が具ると考えられるので．夏～秋の生活など興味深い。イワダレソクやスズメノ

トウガラシはみつからず，産卵行動もみられなかった。

35．ビメウラナミジヤノメ

A・安房目頭；Ⅳ・15，A）（1頭：Ⅳノ・15，A）

安房～小杉谷（1頭‘：Ⅳ・14，S）（2頭：Ⅳ・15，S、）（1頗：Ⅳ．15，H）

粟生～大川（1頭：Ⅳ．10，A）（2頭：Ⅳ．10，S）（2頭；Ⅳ．10，H）

中間～湯泊（1頭：Ⅳ・11，H）平内（1頚：Ⅳ．12，A）平内～小島（1頭：Ⅳ

・12，H）（1頭：Ⅳ．12，A）小島（1頚；Ⅳ．12，A）

C．10日からとれはじめ．この頃がちょうどオー化の発生初期と思われた。レげれも平地の路

上で，個体数は少なく新鮮だった。

36．クロコノマチョウ（いずれも越冬個体の秋重り

A．安房～小杉谷（18：Ⅳ．14，H）（1♀：Ⅳ．15，H）

大川流域（18：Ⅳ・10，河野）（18：Ⅳ10，H）

C・主目的のひとつであったクスイロコノマチョウの越冬個体はとうとう発見できず．とれるの

はすべて越冬後のクロコノマ秋型だりた0大川流域の2頭は海岸近くの樹林内の落葉上から

とびだしてすぐに地表近くに止ったもの．安房～小杉谷の2頭はいずれも林内からとび出し

て陽当りのよい路上を活発にとんでいたもので．冬から春先への培動状況の変化を示してい

るようだeまだ本格的活動期に入っていないと思えた。ほかにも落莫のある樹林を歩いてみ

たが∴Mela工止t18　はほかにい疎かった。

○　味の訪花・吸蜜記録

1）アオバセセリ

安房～小杉谷（Ⅳ．15，11時30分）◎：2頭　ツツジ（白）吸蜜，H

〃　　（Ⅳ・13，11時50分）◎‘：1頭　ツツジ（白）ク，H

ク　　（Ⅳ．13，12時30分）◎：‘1頭　ネギ（白）　ク，庄

ク　　（Ⅳ．15，17時20分）○：1頭リユウキユウバライチゴC白）吸蜜すS

ク　　（Ⅳ．15，15時～10分）○：十　ネギ（白）政変．H．S

2）アオスジアゲハ

粟生～大川（Ⅳ．10，12時20分）○：1頚　アキグミ（黄白）訪花IH・
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5）キアゲハ

中間～噺白（Ⅳ．11．12時）　の：1♀（2）アザミの一種（桃）晩熟　H

4）クロアゲハ

果昧川流域（Ⅳ．9，・9時10分）○：1♀（0）アザミの一躍（杉り訪花，註

安房～小杉谷（Ⅳ．15，15時）◎：1さ　ダイコン（白）吸蜜，H

〃　　　（Ⅳ．15．・15時）○：1♀（0）ツツジ（桃）吸蜜，H

5）モソキアゲバ

中間～湯泊（Ⅳ．11，14時50分）◎：1♀　アザミ（桃）吸蜜，E

d）ミヤマカラスアゲハ

安房～′ト杉谷（Ⅳ一7，10時）　○：1令（2）リュウキュウイチゴ（白）政審，A

粟生（Ⅳ．11，9時30分）　　○：1省（0）ツシジ（桃）吸蜜．S

7）スクグロシロチ冨ウ

安房－′J、杉谷（Ⅳ．15，15時～15時10分）○：1頭　ネギ（白）吸蜜，H，S

8）ルリツジミ

平内（Ⅳ．12，12時30分）①：＋　シハマイズセンりすウ（白）訪花と汲蜜，Ⅱ

9）ツマグロヒョウモン

安房～小杉谷（Ⅳ。15，14時45分）○：1♀（0）コノくノダツナミ（紫）政変，H

〃　　　（Ⅳ．15，15時～15時10分）○：13小型　ネギ（白）政変，H

l O）スミナガシ

安房～小杉谷（Ⅳ．15rl・日等50分）◎1；2頭．タブの樹液を吸汗，A

ll）クテハモドキ

安房～小杉谷（Ⅳ．15．15時～15時10分）○：1さ’ネギ（白）吸蜜ゝ　E

ユⅡ　とれなかった蝶の記録

1）シルビアシジミ…・…・・ミヤコグサもみつからなかった。ヤハズソウなどの豆科も気づかなか

った。飛行場あたりを調べてみると面白そうだが，屋久島の分布は再確認を要する。

2）ウスイロノマチぎウ………従来夏～秋の記録は多いのに春～初夏の記録がないのは屋久島に

土着していないためだろうか。屋久島に土語していないとすればトカラ列島や種子島でも春～

初夏の記録はないので，やはり奄美が土着北限となるのだろう。それ以北から北海道までの記

録はどこか南方からの移住と考えざるを得ない。その意降でも奄菟以南での生活は興和ミある。

⑳高橋・石田（19る2）のトカラ列島の蜘記録にもない0

3）カバマダラ…‥…・最近夏季の記録が続いているので，今回は全コースで気をつけていたが，

トウワタが少ししかをかっデも地上部は枯死していなくr新薬をつけているていどだっプら

古い食痕もみつからなかったし恥幼虫，成虫など何も発見できなかったのはやはり冬季は

絶えて・夏？に移住してくるものらしい。もちろん冬の気候にもよるだろう。

‾40－
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d
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中間

1 1

申簡T

1 1

中間

湯的

11

天　　　　　 候 ◎ ①◎ ⑳◎ ① ○ （〕 の 任）◎ ①◎ ◎

1　7オバセセリ

2　キマダラセセリ

5　クロセセリ

h

1qE

1qx

E P

4　ジャコウアゲハ

5　7オスジアグ′、

d　ミカドアゲハ

7　キアゲハ

2exP

1♀

＋

廿 ＋

lox

＋

＋

＋

＋

＋

＋

8　7ゲ′、チ℡ウ

9　クロアゲハ

1 0　モソキアゲバ

11　きヤマカラスアゲハ

＋

18

＋ 什

十

十

16】辞

1 2　キチョウ

1 3　ツマグロキチ亨ウ

14　ツマキチ甘ウ

15　　ツマ・ヾ＝ニチ℡ウ

1d　モ＝／シ．ロチ℡ウ

＋

＋

＋

聯

1番 ＋

1令

叶

骨

＋

骨

＋

十

十

＋

＋ ＋

＋

＋

1 7　スジグロシロチすウ サ ＋ ＋ ＋

18　ムラサキツバメ

1 9　ムラサキシジ音

2 0　ウラナぎシジき

21　ヤマトシジき 1ex

丑

＋

E

＋

1＄

廿 ＋ 叶 13

1＄

2♀

1十

2 2　ルツツジミ 什 ＋ ＋

・ト

＋ ＋

2 3　サツマシジミ

2 4　ツバメシジぎ

1令 1♀ ＋

十

25　ウラギソシジさ 1早・ ＋

2d　テングチョウ ＋

27　ツマグロヒョウモユ′

28　コさスジ

29　ルリタテノ、

澄旦＿≠旦メアカタテハ l

1♀

1βⅩ？

・仕

付

＋ 1ex

l

＋

！

1令
T I

上 ！

ilこⅩ」
・－42－



港泊

1 2

′lヽl′

1 2

◎①

平内

，2 1

つ

1 2 1

小鳥 1

1 2

′t・1．′

1 2

尾之 安房 豪語 安野 －安房 安房 安房 安房 ！

間 S ′頼裕 N β ′ヽ＿
！J梯 S Ⅳ

1 2 1 3 1 4 1 4 1 5 1 5 1 d 1 5

◎① ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ （D◎ ◎e e ◎ ◎① P ①

＋ 1 3

1

什 ＋ 什

て　♀
l

＋

1ex

＋

＋

＋

lox

＋

＋

＋

＋

什

＋

1 谷

2 3 回

＋

＋

＋

2 回

＋

1qx

＋

什

＋

2 e x
1 含

廿

＋？

什

＋

＋

＋

＋

什

1 ♀

＋

l

＋

廿

廿

＋

＋

＋

＋

1 3

＋

＋

十

十

＋

1 8

＋

1 ♀

＋

1 ♀

1♀

1eX

＋

1 ♀

1 ＄

1 ♀ ＋ ＋ ＋

1 3

＋

E

＋ 廿 ＋ ＋

廿

＋

1部♀ ＋

1ex

1 ♀ ＋ 什 什

寸十

1 ♀ ＋

E

1 3 ＋ 1 ♀

＋ ＋

lOX

＋ ＋

l

＋

j

1ex

什

加Ⅹ

＋

lOX

・－4 3－



Tabl e　2

＝r　　　　－　　　　ス

1 9 5 3年4月　　 日

安房

d

安房
．ヽ′
小杉谷

7

粟生1

8

男対日‘

流域

9

粟生
′．－
大川

1 0

大川

流域．

1 0

粟生

1 1

粟生

′l・t′
中間

1 1

中間‘

1 1

中間

′ヽ′
揚泊

1 1

天　　　　　 候 ◎ ①◎ ●◎ ① ．○ ○ ① ①◎ ①◎ ◎

5 1　7 カタテハ 3exB ＋

も・

1台

＋

骨

．＋ 1 ♀

＋ 2♀

1ex

5 2　イシガケチョウ 18Ⅹ ＋ ＋

5 3　ヌさナガシ

5 4　タテ・ハモドキ

1 8 1qx 1ex

＋

＋

廿

3 5　ヒメウラナさジャノメ

5・d　クロコノマチョウ

＋

2古

要　　　　　約

1．1945年4月‘日－16日の約1’0酎乱．釜者らが屋久島南部平地で採乳観察した蝶8

1科56種の記録を報告した。

2．全種類の分布調査と発生状況の資料を中心にして．生態的事項など推定も加えて記した。

3．今回の調査で，琉球列島（台湾を除く）にかいて屋久島が南限となっている種のうち．ツマ

キチ亨ウ，スジグロシロチブウ・富力ドアゲハ（橙色紋坦）・さヤマ．カラスアグ′・，・サツマッ

クさ・ツバメシジざeコきスジeヒメウラナミジヤノメ・クロコノマチョウ・キマダラセセリ

・キアグノ、・ルリシジ書の12種について分布の再確認や個体数の多少・分布状況を知ること

ができた。（後3着はトカラ列島から各1回記銀がある。）

4．．とくにツマキチョウは従来1回詳細不明の記録があるだけで．今回はじめて屋久島産の確粟

を記録を示した。

5．中間産の18♀しか知られていなかったテングチョウがあちこちで発見まれ，、クワノバエノ

キから幼虫を発見し羽化に成功した。

＆，屋久島一九州南部が分布北限となっている種の，ちツマベニチ曹ウとタテ・′、モドキしか確認

できず．目的としたカバマダラ・アマざウラナミシジさ・ウスイロ、コノマチ曾ウ・アオクテハ

モドキなどの問題の蝶は発見できたかゥた。その他の迷喋やヤクシマルワッジさも発見できな

かった。

ヱ　今までの分布記録で疑問視まれ再確認の必要があったいくつかの粗　たとえばシルビアシ・ジ・・

号やベニシジミ．についても今回はまやたく手がかわは得られをかゥた。

8．屋久島だけでなく近くの靖子島やトカラ列島の峡の資料もきわめて乏しい。　鹿児島県の嫌

の分布を的ずるにも濱らに多くの資料の集積が必要だと思われる。

一色4一一・
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編　集　後　記

初島先生を初め快よく原稿をか寄せ下まった方々，並びに

碍集に際して助言を敬いた　田中　洋　氏に謝意を表しまも

本号は内容的に生研の要人諸氏の場になったようですが．

来号は新人登場．古参腿進の場と進展する事を期待致します。

南国ムード湿るる編集垂故皆様方の原稲を温存致しました
！

事をお詫び申し上げます。　　　　　　　　　　編集予

もEBEN　　オ5号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：1944年草月31日

鋼集者：池田豪憲．白石義r南野帝

印　刷：　アルプス印刷有限会社

で遜L◎　7585

鹿児島市上荒田町鹿児島大学学友会内
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